
学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

科目名 コンピュータベーシックA

必修

選択
必修 年次

ITデザイン科昼二_1年 1単位

1年

スライドを作成する（１） 仕組みを理解する

中学校教諭免許・ＭＯＳ2016エキスパート・ＶＢＡエキスパート・秘書検定準１級

説得力のあるスライド、見やすいスライドを作成する為の機能とコツを学習します。

担当

教員
山本

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

２０２2年２月校内一斉試験で、ＭＯＳ・PowePointを取得することをめざします。

出席率30％課題提出30％前期試験40％

授業計画・授業内容

スライドを作成する（１） 仕組みを理解する【課題提出】

スライドを作成する（２）

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介のスライドを作成する ＭＯＳ取得の必要性を確認する

仕組みを理解する

図形と画像の挿入（１） 仕組みを理解する

表とグラフの挿入 仕組みを理解する

図形と画像の挿入（２） 仕組みを理解する【課題提出】

スマートアートの使い方 仕組みを理解する【課題提出】

画面切り替えとアニメーション（１） 仕組みを理解する

画面切り替えとアニメーション（２） 仕組みを理解する

模擬練習問題（１） 問題の形式を理解する

模擬練習問題（２） 問題の形式を理解する

模擬テスト（１） 理解度を把握し、復習をする

教科書・参考書等 日経ＢＰ社「ＭＯＳ攻略問題集PowerPoint365＆2019」

模擬テスト（２） 理解度を把握し、復習をする

前期試験 理解度を把握し、復習をする

準備学習／時間外学習 デジタルサイネージなどの街にあふれるコンテンツを、たくさん見るように心がけてください。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_1年 1単位

科目名 コンピュータデザインⅠA

必修

選択
必修 年次 1年

サッポロ飲料パッケージ、都庁受動喫煙防止ポスター、住宅メーカーチラシ等デザイン														

Photoshop、Illustratorの使い方を教科書に沿って、前期6ヶ月で学んで行きます。														

web、ゲーム、イラストレーション、デザイン等の様々な分野で必須の2Dアプリケーション、Photoshop、Illustratorの習得を目指します。　作成した

い案件をマニアルを見ずにすぐに制作出来るようになり、また鉛筆やペンを使うように自由に使いこなせるようにしっかり習得していきましょう。														

出席 20 ％、 課題提出 30 ％、 テスト 30 ％、総合 20 ％														

担当教員 松本

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介　授業の進め方　

Photoshop/Illustratorの基本操作

Photoshopの基本操作

08-レイヤーの操作と色調補正

Photoshopの基本操作

09-選択範囲の作成

Photoshopの基本操作

10-色の設定とペイント操作

Photoshopの基本操作

11-レーヤーマスク

Photoshopの基本操作

12-文字、パス、シェイプ　13-画像の修正

Photoshopの基本操作

14-フィルターとレイヤースタイル

Illustratorの基本操作

02-図形や線を描く

Illustratorの基本操作

03-オブジェクトの選択と基本的な変形

Illustratorの基本操作

04-色と透明度の設定

Illustratorの基本操作

05-オブジェクトの編集と合成

Illustratorの基本操作

06-線と文字の設定

Illustratorの基本操作

07-覚えておきたい機能

Photoshop/Illustratorの基本操作

全体の復習

Photoshop、Illustratorの基本操作テスト

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 世界一わかりやすい　Photoshop＆Illustrator　技術評論社														



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期のまとめと後期にむけて			

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 必要な時に都度資料を配布します。													

試作			

フィードバック			

フィードバック			

試作			

試作			

試作			

アイデア			

アイデア			

アイデア			

デザイン思考概要			

デザイン思考概要			

アイデア			

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

オリエンテーションと自己紹介			

デザイン思考概要			

ものことの価値観がかわり、昔は失敗しないようなそんな思考が必要だった。しかし今の時代ものは溢れ、嗜好は多様化してきている。そんな時に、ア

イデア、施策、フィードバックを早くまわしより世の中にあった商品サービスがもとめられてきている。そんな世の中のニーズに合わせて求められてい

るのがデザイン思考であり、その思考法を学んでいきます。																					

・アイデアを飛躍できるようにする

・すぐ行動できるようなマインドセット

・仲間と建設的にフィードバックしあえる、そんなコミュニケーション能力をみにつける							

１）課題提出：20％

２）出席：10％

３）授業中の態度：70％

※授業中の態度の定義：

クラスメイトの作品を承認する、発言や質問をしてクラスを盛り上げるなどの貢献							

ゲームムービー制作からキャリアをスタート、FFなど多数の有名タイトル制作に関わる。その後CMを専門とするCGプロダクションにてDHCなどの化粧

品のビューティー系、また携帯電話などのプロダクトのCGを制作。その後独立、NHKなどのTVタイトルや医療用CG、劇団四季の舞台背景の映像など

様々なジャンルのCG制作をした後に、２社目を立ち上げ、その会社では主に遊技機やアニメのCGなどの制作をし、昨今では時代に合わせたSNSなどで

も発信されるようなCG映像を制作。業界経験１7年、他２社経営。								

担当教員 永田

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

IT・デザイン科昼二_1年 1単位

科目名 コミュニケーションⅠA

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 組みモチーフ④ 講評 デッサンを仕上げる意識を持つ。					

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等

組みモチーフ①

これまでに学んだパース構造を意識し

ながら、正確に形を捉え、適切な構図

について考える。					

組みモチーフ②
固有色、明暗を意識して立体的、空間

的にに描く					

組みモチーフ③
固有色、明暗を意識して立体的、空間

的にに描く					

単体モチーフのデッサン④  講評
形を合わせながら細部まで描き込んで

いく					

人体クロッキー、イラスト模写など

人体のバランスをよく観察し、瞬間的

に写し取る。良いイラストを模写する

ことで、線による表現を学ぶ					

人体クロッキー、イラスト模写など

人体のバランスをよく観察し、瞬間的

に写し取る。良いイラストを模写する

ことで、線による表現を学ぶ					

単体モチーフのデッサン① 形の取り方　構図の決め方

しっかりとクロッキーを行い描き出し

における、形の取り方や構図の決め方

を学ぶ					

単体モチーフのデッサン②
面的な捉え方で、立体的に陰影をつけ

ながら描く					

単体モチーフのデッサン③

光源を意識しながら、床面、陰を描く

ことで空間的に奥行きのあるデッサン

にする					

幾何形態のデッサン　円柱②
円柱のパース構造と楕円の書き方、グ

ラデーションによる立体的な表現					

幾何形態のデッサン　立方体① 立方体のパース構造の説明
立方体のパース構造と角度計測法、面

での捉え方を学ぶ					

幾何形態のデッサン　立方体② 講評
立方体のパース構造と角度計測法、面

での捉え方を学ぶ					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

「スケッチ」　教室内の人や物を自由にスケッチする
自分の興味のあるものを描き、短時間

で対象を捉える					

幾何形態のデッサン　円柱①  円柱のパース構造の説明
円柱のパース構造と楕円の書き方、グ

ラデーションによる立体的な表現					

東京藝術大学彫刻科卒業、同大学美術研究科修了後、主にディズニーランドの立体造形と装飾の仕事に携わる。　その後、ドイツ、ベルリンに渡り、美

術と文化を学ぶ。帰国後小さなアンティーク店を開く。														

鉛筆の削り方、グレースケールの作成から始め、幾何形態のデッサン、有機物のデッサン、人体クロッキー、組みモチーフにも挑戦していきます。														

基礎的なデッサンの技術をしっかりと身につける事を目標とします。対象を観察し、構造的に分析しながら描く事、正確な形態の描写、立体的な表現、

空間的な表現、質感の描写、構図（レイアウト）の良し悪しについて。1年を通して、学んでいきます。														

出席１０％　課題８０％　授業外課題１０％

担当教員 石井

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 デッサンⅠクロッキーA

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 組みモチーフ③
細部への描き込み、デッサンを仕上げ

る意識を持つ。

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等

箱状のモチーフのデッサン③

光源を意識して、空間的なデッサンに

する。細部の描き込み、レタリングを

行う。

組みモチーフ①

これまでに学んだパース構造を意識し

ながら、正確に形を捉え、適切な構図

について考える。					

組みモチーフ② 固有色、明暗を意識して立体的に描く

円柱状のモチーフのデッサン③ 明暗を意識し立体的なデッサンにする			

箱状のモチーフのデッサン①
立方体のパース構造の理解　角度計測

法　比率の合わせ方を学ぶ					

箱状のモチーフのデッサン②
立方体のパース構造の理解　角度計測

法　比率の合わせ方を学ぶ					

人物クロッキー　と　色々スケッチ
クロッキーを通して短時間で形やバラ

ンスを捉える					

円柱状のモチーフのデッサン①   円柱のパース構造の説明
円柱のパース構造の理解　楕円の書き

方を学ぶ					

円柱状のモチーフのデッサン②
モチーフの構造の理解　正確な比率と

形を合わせる。					

単体モチーフのデッサン① 幾何形態　or  果物
形の取り方や鉛筆の使い方、グラデー

ションによる立体的な描き方を学ぶ					

単体モチーフのデッサン② 幾何形態　or  果物
形の取り方や鉛筆の使い方、グラデー

ションによる立体的な描き方を学ぶ					

単体モチーフのデッサン③ 幾何形態　or  果物　講評
光と陰、床面を意識して描くことで空

間的な表現を学ぶ					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

鉛筆の削り方、道具の説明、グレースケールの作成、立方体のスケッチ
自分の使う道具を揃え、グレースケー

ルを描く事で鉛筆に慣れる					

人物クロッキー　と　色々スケッチ
クロッキーを通して瞬間的に形を捉え

る観察力を身につける					

東京藝術大学彫刻科卒業、同大学美術研究科修了後、主にディズニーランドの立体造形と装飾の仕事に携わる。　その後、ドイツ、ベルリンに渡り、美

術と文化を学ぶ。帰国後小さなアンティーク店を開く。														

鉛筆の削り方、グレースケールの作成から始め、幾何形態のデッサン、有機物のデッサン、人体クロッキー、組みモチーフにも挑戦していきます。														

基礎的なデッサンの技術をしっかりと身につける事を目標とします。対象を観察し、構造的に分析しながら描く事、正確な形態の描写、立体的な表現、

空間的な表現、質感の描写、構図（レイアウト）の良し悪しについて。1年を通して、学んでいきます。														

出席１０％　課題８０％　授業外課題１０％

担当教員 石井

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 デッサンⅠ基礎A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期授業の確認。（二人組でのアクション２）

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 羽山淳一アニメーターズ・スケッチなど														

前回授業の確認。体型別、世代別の描き方を学ぶ。

前期授業の確認。（歩く、座る、走るの基本アクション）

前期授業の確認。（二人組でのアクション）

前回授業の確認。アクション（単独）シーンを描く。

前回授業の確認。格闘アクション（二人組み）シーンを描く。

前回授業の確認。ガンアクション（二人組み）シーンを描く。

前回授業の確認。等身のバランスに気をつけ人物の全身（立ち・座り・寝そべり）を描く。

前回授業の確認。座っている人の手前に立っている人物を描く。

前回授業の確認。動きのある人物（走る）をラフスケッチ、写真を見て描く。

前回の授業を確認。実際の人を見て人物（上半身）を描く。

前回授業の確認。パーツ別「手」いろいろな表情の手を描く

前回授業の確認。パーツ別「足」素足、靴をはいた足を描く。

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介。人体（各パーツごと）のフォルムと、頭身比率の確認。上半身の人物（正面、

横、後）を描く。

前回の授業の確認をし、上半身の人物（正面、横、後）を描く。

著作にまんがでわかる新渡戸稲造「武士道」、敏感すぎて、「毎日がしんどい」を解決する５つのメンタル術														

参考画像とモデルを見ながらクロッキー(10分程度の写生）を重ねます。														

人物の描き方をパーツごとに学び、違和感のない基本のポーズを描けるようになる。														

課題提出数（30％）　授業態度（30％）　課題クオリティー（40％）※ただし出席率が66％（9日以下）の場合は評価の対象外														

担当教員 鈴木

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 デッサンⅠ応用A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 擬音語・擬態語からキャラクターをデザインし、その特徴を4コマ漫画で表現する④
言葉の持つイメージの核を捉えて、別

の媒体へと転換して表現する					

準備学習／時間外学習
特定の課題などはありませんが、「常に自分の身の回りを観察すること」「その成り立ちを考えること」「それをスケッチするこ

と」などを心がけてください。																											

教科書・参考書等 指定の教科書と、必要に応じてプリントを配布します																				

擬音語・擬態語からキャラクターをデザインし、その特徴を4コマ漫画で表現する①
言葉の持つイメージの核を捉えて、別

の媒体へと転換して表現する					

擬音語・擬態語からキャラクターをデザインし、その特徴を4コマ漫画で表現する②
言葉の持つイメージの核を捉えて、別

の媒体へと転換して表現する					

擬音語・擬態語からキャラクターをデザインし、その特徴を4コマ漫画で表現する③
言葉の持つイメージの核を捉えて、別

の媒体へと転換して表現する					

既存のキャラクターの生活空間を描く②
キャラクターの特徴を周辺情報から読

み取り、別媒体で表現する					

既存のキャラクターの生活空間を描く③
キャラクターの特徴を周辺情報から読

み取り、別媒体で表現する					

既存のキャラクターの生活空間を描く④
キャラクターの特徴を周辺情報から読

み取り、別媒体で表現する					

既存の漫画・広告等の印刷物を用いたコラージュ③
デザインの成り立ちを捉え、自らのス

トーリーを付与する					

既存の漫画・広告等の印刷物を用いたコラージュ④
デザインの成り立ちを捉え、自らのス

トーリーを付与する					

既存のキャラクターの生活空間を描く①
キャラクターの特徴を周辺情報から読

み取り、別媒体で表現する					

街中のフォントから自分の名前をつくる③
街を普段とは違う視点で見ること

形を正確に捉え、再現すること				

既存の漫画・広告等の印刷物を用いたコラージュ①
デザインの成り立ちを捉え、自らのス

トーリーを付与する					

既存の漫画・広告等の印刷物を用いたコラージュ②
デザインの成り立ちを捉え、自らのス

トーリーを付与する					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

デザインベーシックについての説明

街中のフォントから自分の名前をつくる①

街を普段とは違う視点で見ること

形を正確に捉え、再現すること				

街中のフォントから自分の名前をつくる②
街を普段とは違う視点で見ること

形を正確に捉え、再現すること				

武蔵野美術大学造形学部建築学科卒業後、美術作家として立体・空間的な作品を制作する活動を行なっています。また、フリーランスのデザイナー件、

webのプログラマーとしても活動。

現在、TECH.C（『デッサン』『デザインベーシック』）及び、武蔵野美術大学にて講師をしています。

この授業では、抽出と再構築による平面構成の実技（コラージュ、色彩構成）を中心に行います。そして毎回の課題において、目的に応じたシナリオを

考え、それをプレゼンテーションしてもらいます。プレゼンテーションを行うことと、実際に描くこと。

学年が進むにつれて、パソコンを用いた授業が増えますが、まずは自分の手と頭を使ってデザインをすることに慣れていきましょう。

①世の中の全てを自覚的に観察する　②観察したものの成り立ちを考える　③自分なりのストーリーを考える癖をつける④自分の考えを人に伝わる形に

する　⑤ストーリーを視覚化できるように描く														

課題・宿題成果：70％　出席・授業態度30％

担当教員 田原

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

IT・デザイン科昼二_1年 1単位

科目名 デザインベーシック・色彩A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 人物ポーズ集クロッキー
全身像を反復的にクロッキーし、前期

で学習した部位についても観察する。					

準備学習／時間外学習 人体クロッキーと解剖図模写を日常的に行う										

教科書・参考書等

脚の構造1

腰から脚、足との繋がりまでの構造を

理解する。
脚の構造2

脚の構造3（足と脚の解剖図模写提出） 脚の動きを理解する。

腰から脚、足との繋がりまでの構造を

理解する。

オリジナル動物キャラクターを制作する 構造を理解した上でデフォルメする。

足の構造1 足の内部構造を理解する。

足の構造2 足の内部構造を理解する。

腕の構造1
肩から腕、手との繋がりまでの構造を

理解する。

腕の構造2（手と腕の解剖図模写提出） 腕の動きを理解する。

動物（犬）の構造 動物の構造を理解する。

手の構造1 手の内部構造を理解する					

手の構造2 手の内部構造を理解する					

手のクロッキー実習
反復的に手を描き、「手らしさ」を知

る

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

美術解剖学・形態学について 知見を広げる					

人体クロッキー実習→最後に好きな人物キャラクターを描く
クロッキーの重要性から実践までを体

験

2014 東京藝術大学美術研究科修了後、国内外アーティストインレジデンス参加。

2015 東京都現代美術館『未見の星座 コンステレーション』出展

2016 東京都美術館『クウキのおもさ』出展

2018〜東京デザインテクノロジー専門学校にて『デッサン』『人体骨格』『人体骨格彫塑』の授業を担当。

人体骨格を理解することで、よりバランスの取れた人物・キャラクターを作りだすのに役立ちます。

骨格→筋肉→皮膚の表面に出てくる形と順を追って理解して行きます。

前期は手腕・脚・動物（犬）まで勉強していきます。またクロッキーは人体を理解する上で必須です。時間外学習でも人物のクロッキーをやっていただ

きます。

①人体の内部構造、骨格・筋肉またその関係を理解する。

②人体の動き、各部位と全体のプロポーションを把握する。

③人体の構造を理解し、キャラクター制作に応用する。

各課題＋宿題＋出席点で評価します。														

担当教員 伊藤

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

IT・デザイン科昼二_1年 1単位

科目名 人体骨格・彫塑A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 オリジナル・ゲーム企画プレゼンテーション
プレゼンテーションをしっかりできる

ようになる					

準備学習／時間外学習 何にでも興味を持って、調べたり遊んだりする。														

教科書・参考書等

ボードゲーム制作３回目 チーム制作とゲームの作り方を学ぶ					

ボードゲームプレイ会
システムとプレイバランスの関係を

理解する

オリジナル・ゲーム企画書作成 自由な発想を伸ばす					

ゲーム理論講座
ゲーム理論により、単純化の技法を身

につける

ボードゲーム制作１回目 チーム制作とゲームの作り方を学ぶ					

ボードゲーム制作２回目 チーム制作とゲームの作り方を学ぶ					

既存ゲームの企画プレゼンテーション
企画書が書けるようになる

企画書のプレゼンができるようになる	

モンスター講座、モンスター制作
モンスターの歴史を知る

自由な発想力を鍛える

モンスター提出、講評 深淵を見つめる					

好きなゲームの研究発表 人前でしっかり伝えられるようになる					

ゲームシステム講座
ゲームシステムを研究し、ゲームの面

白さを分析できるようになる					

ゲーム企画講座、既存ゲームの企画書作成 基本的な企画書の書き方を知る					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

クリエイティブとは何か？ キャラクター設定作成
クリエイティヴの意識を持つ

客体化を意識する

好きなゲームを研究しよう ゲームの面白さとは何かを考える					

現役ゲームクリエイターとして、さまざまなゲームを開発。本校で９年間講師を続ける。Wiki 参照。														

プランナーとして必要な発想力を鍛える。

基本的なプランナーとしての技術を、講義、制作、講評を通じて学ぶ。

企画書の書き方、設定書の書き方を指導。

ボードゲーム制作により、チーム制作やゲーム開発の基礎を学ぶ。

プランナーとしての基礎知識を身につける。発想力や思考方法を鍛える。

①まともに伝わる日本語を身につける。

②作品を見やすく美しく仕上げる。

③人前で的確に意図が伝わるように、発表ができる。

１）作品提出80％

２）出席20％

３）授業態度は上記評価に対して、追加で加味する。

担当

教員
鈴木

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 企画ⅠA

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期の総復習 前期の課題の復習					

準備学習／時間外学習 クロッキー・課題素材のクリンナップ・ポートフォリオの作成														

教科書・参考書等 ・アニメーションの本　動く絵を描く基礎知識と作画の実際　・やさしい人物画														

夏休み課題のチェック 夏休み課題の添削

タップ割りについての講義と演習 タップ割ができる					

タップ割りについての講義と演習 タップ割ができる					

中割りについての講義と演習 中割りの重要性についての理解をする					

目パチ口パクについての講義と演習 目パチ口パクの動画ができる					

目パチ口パクについての講義と演習 目パチ口パクの動画ができる					

模写についての講義と演習 模写の意味と練習方法の理解をする					

模写についての講義と演習 模写の意味と練習方法の理解をする					

中割りについての講義と演習 中割りの重要性についての理解をする					

クリンナップについての講義と演習 クリンナップができる					

クロッキーについての講義と演習 クロッキーの練習方法を理解する					

クロッキーについての講義と演習 クロッキーの練習方法を理解する					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業オリエンテーション　・　クリンナップ 授業の内容や意味などを理解する

クリンナップについての講義と演習 クリンナップができる					

　動画、動画検査8年。TECH.C.にて2017年度より作画・動画の授業を担当														

・アニメーション製作における動画作業についての学習

・動画作業時のルールや決まりごとについての講義

・動画作業の実践				

・アニメーション製作における動画の役割について理解する

・基本的な動画作業ができるようになる												

・出席率　30％　・提出物　40％　・授業態度　30％											

担当教員 風間

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

IT・デザイン科昼二_1年 1単位

科目名 アニメ基礎A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 Photoshopの基本操作テスト
これまでに学んだ操作を覚えているか

確認する。

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 世界一わかりやすい　Photoshop＆Illustrator　技術評論社

Photoshopの基本操作

12-文字、パス、シェイプ　13-画像の修正
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

14-フィルターとレイヤースタイル
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

14-フィルターとレイヤースタイル
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

11-レーヤーマスク
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

12-文字、パス、シェイプ　13-画像の修正
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

12-文字、パス、シェイプ　13-画像の修正
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

10-色の設定とペイント操作
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

10-色の設定とペイント操作
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

11-レーヤーマスク
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

08-レイヤーの操作と色調補正
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

09-選択範囲の作成
Photoshopの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

09-選択範囲の作成
Photoshopの基本を学ぶ

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介　授業の進め方　

Photoshop/Illustratorの基本操作
Photoshop/Illustratorの基本を学ぶ

Photoshopの基本操作

08-レイヤーの操作と色調補正
Photoshopの基本を学ぶ

サッポロ飲料パッケージ、都庁受動喫煙防止ポスター、住宅メーカーチラシ、等デザイン

Photoshop（前期）、Illustrator（後期）の使い方を教科書に沿って、1年で学んで行きます。

web、ゲーム、イラストレーション、デザイン等の様々な分野で必須の2Dアプリケーション、Photoshop、Illustratorの習得を目指します。　作成した

い案件をマニアルを見ずにすぐに制作出来るようになり、また鉛筆やペンを使うように自由に使いこなせるようにしっかり習得していきましょう。

出席 20 ％、 課題提出 30 ％、 テスト 30 ％、総合 20 ％

担当

教員
松本

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

スーパーIT科昼二_1年 2単位

科目名 イラスト基礎A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

教科書・参考書等

参考書　東京都中小企業振興公社　デザイン活用ガイド「中小企業はデザインでもっと輝ける！」

https://www.tokyo-kosha.or.jp/support/shien/design/guide.html

Blender 2.9 3DCGテクニック 作りながら覚えよう Kindle版

CGフェーズ　1

Blenderでの制作

スケッチをもとにデザインしたも

のを3D化する

CGフェーズ　3

Blenderでの制作　レンダリング
レンダリングを行う

最終プレゼン
プレゼンしフィードバックを得て

自分の課題を見つける

デザインフェーズ　3

スケッチの作り込み　Blenderを併用

スケッチで自分の考えを可視化す

る

デザインフェーズ　4

中間プレゼン準備　中間プレゼン

中間プレゼンでコミュニケーショ

ンする

準備学習／時間外学習 各回で到達度目標まで制作できなかった場合は、各自で追いつくようにしてください。

最終プレゼン
プレゼンしフィードバックを得て

自分の課題を見つける

（2サイクル目）

デザインフェーズ　1

デザインテーマ設定　全員でブレスト　コンセプト立案

ブレストでコミュニケーションす

る

コンセプトを立案する

休講　（各自でサムネイルスケッチ）必要に応じて補講を実施
コンセプトに沿ったアイデア展開

を行う

CGフェーズ　1

デザインをリファイン　Blenderの使い方概要

デザインを完成させる

Blenderの概要を把握する

CGフェーズ　2

Blenderの使い方を覚えつつ3Dモデル制作

スケッチをもとにデザインしたも

のを3D化する

CGフェーズ　3

Blenderの使い方を覚えつつ3Dモデル制作　レンダリング
レンダリングを行う

デザインフェーズ　2

コンセプト立案　サムネイルスケッチ

コンセプトを立案する

コンセプトに沿ったアイデア展開

を行う

デザインフェーズ　3

スケッチの作り込み

スケッチで自分の考えを可視化す

る

デザインフェーズ　4

中間プレゼン準備　中間プレゼン

中間プレゼンでコミュニケーショ

ンする

科目名 コンセプトアート基礎A

必修

選択
選択

（1サイクル目）

デザインフェーズ　1

デザインプロセスの概要　デザインテーマ設定　全員でブレスト

授 業 内 容

年次

デザインプロセスの把握

ブレストでコミュニケーションす

る

学習到達度目標

機械メーカーのハード・インターフェイスデザインに従事後独立。CG制作事業に携わる傍ら、企業へ建築CGビジュアライゼーション講義を実施。

企業のデザイン開発プロセスの一例を模した手順で授業を進め、手書きスケッチも含めたデザインおよびCGでの可視化、成果物のプレゼンまで行います。

自分のアイデアを人に伝えるために、コミュニケーションの機会も設けつつ、デザインプロセスを習得しながら、3Dツールで表現できるようになることが

目標です。

基本的にデザインのテーマ・制約条件を設定し、個々で制作を行い、CGソフトはBlenderを用います。

テーマ・制約条件に沿ってデザインを考案し、CGツールで可視化、プレゼンする。

授業のペースに沿って制作を進める（50％）　プレゼン内容と成果物（50％）

１サイクル（デザインから最終プレゼンまで）を３ヶ月で進めますので、あとで慌てないよう授業内で制作を進めてください。

授業計画・授業内容

1年

ITデザイン科昼二_1年

担当教員 熊谷

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ITデザイン科昼二_1年

科目名

必修

選択
選択 年次 1年

担当

教員
宗方

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位

　ソシャゲやメタバースなどで飯食ってる零細企業のアラフォー社長エンジニアです。　いつかの宗方と同じように悩んでいる皆さんが、今の宗方と同じよう

になりたい自分になれるよう並走していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

教科書を参考にして、Unityを使用したゲーム制作の基礎の基礎を共に学んでいきます。　どちらかというと、基礎力をつけるための、筋トレ的な反復練習を

多く含む内容です。

Unityでゲームを作るために必要な基礎を身に着ける

出席率（10％）授業の成果物（90％）

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標授業形態

Unityの基礎知識
Unityを使用したゲーム制作の基礎知識

を身につける。

シーンの作成
Unityを使用したゲーム制作の基礎知識

を身につける。

オブジェクトの生成と操作
Unityを使用したゲーム制作の基礎知識

を身につける。

物理演算の基礎
Unityを使用したゲーム制作の基礎知識

を身につける。

キャラクターの動きの制御
Unityを使用したゲーム制作の基礎知識

を身につける。

アニメーションの制御
Unityを使用したゲーム制作の基礎知識

を身につける。

オブジェクトの破壊とポイントの加算
ゲームの仕組みを理解し、自分でゲーム

を作れるようになる。

オブジェクトの生成位置のランダム化
ゲームの仕組みを理解し、自分でゲーム

を作れるようになる。

プレイヤーのライフの管理
ゲームの仕組みを理解し、自分でゲーム

を作れるようになる。

スコアの表示と保存
ゲームの仕組みを理解し、自分でゲーム

を作れるようになる。

ゲームオーバーの処理
ゲームの仕組みを理解し、自分でゲーム

を作れるようになる。

UIの制御
ゲームの仕組みを理解し、自分でゲーム

を作れるようになる。

準備学習／時間外学習 あらかじめ教科書を読んで、どこになんとなく何が書いてあるのか、知っておくようにお薦めしておきます。

教科書・参考書等 Unityの教科書　Unity2022完全対応版

ゲームの操作感の改善
問題解決能力を養い、自力でバグを修正

できるようになる。

ステージの追加
ゲーム制作に必要なスキルを習得し、開

発に自信を持つ。

ゲームの完成と発表
ゲーム制作に必要なスキルを習得し、開

発に自信を持つ。

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

ゲーム技術ⅠA

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期授業の振り返り、後期に向けての目標を設定する。								 前回のスクリムの反省点を改善する					

準備学習／時間外学習
国内、国外問わず好きな地域のプロシーンを一日一試合を目安に観戦。授業外でもランクマッチを行い、知識と技術を積極的に取

り込むこと。																

教科書・参考書等 タイトルに関するデータや資料

夏休みに入るにあたって、各自目標設定を行う。								
前回のスクリムの反省点を改善する

夏休みに向けて各自目標を設定する					

生徒の成長度、目標達成度の確認を行う。

夏休みで培った技術、知識を踏まえスクリムを行う。								

前回のスクリムの反省点を改善する

夏休みで培ったスキルをスクリムに活

かす					

夏休みで培った技術、知識を踏まえスクリムを行う。								 前回のスクリムの反省点を改善する					

ここまでのスクリムを踏まえ、最終的なチーム編成を行う。

COMカップに向け、外部との本格的なスクリムをする。								
前回のスクリムの反省点を改善する					

ここまでのスクリムを踏まえ、最終的なチーム編成を行う。

COMカップに向け、外部との本格的なスクリムをする。								
前回のスクリムの反省点を改善する					

ここまでのスクリムを踏まえ、最終的なチーム編成を行う。

COMカップに向け、外部との本格的なスクリムをする。								
前回のスクリムの反省点を改善する					

ここまでのスクリムを踏まえ、最終的なチーム編成を行う。

COMカップに向け、外部との本格的なスクリムをする。								

前回のスクリムの反省点を改善する

なるべく生徒間でチーム編成を行う					

ここまでのスクリムを踏まえ、最終的なチーム編成を行う。

COMカップに向け、外部との本格的なスクリムをする。								
前回のスクリムの反省点を改善する					

ここまでのスクリムを踏まえ、最終的なチーム編成を行う。

COMカップに向け、外部との本格的なスクリムをする。								
前回のスクリムの反省点を改善する					

前回の反省点を踏まえ、チーム編成を行いスクリムを繰り返す。 前回のスクリムの反省点を改善する					

前回の反省点を踏まえ、チーム編成を行いスクリムを繰り返す。 前回のスクリムの反省点を改善する					

前回の反省点を踏まえ、チーム編成を行いスクリムを繰り返す。 前回のスクリムの反省点を改善する					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介、チーム編成を行いスクリムをする。 ゲーム内用語や操作感などを覚える					

前回の反省点を踏まえ、チーム編成を行いスクリムを繰り返す。								 前回のスクリムの反省点を改善する					

2019　プロチーム「匠Festival」R6S部門にアナリストとして所属

2020　プロチーム「Guts Gaming」R6S部門に移籍、アナリストとして現在まで活動														

Rainbow six siegeを専門とした講義。実践を中心に反省点の改善を繰り返すことで技術を向上させる。

														

全員プラチナ以上を目標に、COMカップやその他大会で勝てるようになる。

最低限の礼儀やマナーを覚える。														

出席評価（40％）授業態度評価（30％）技術評価（30％）														

担当教員 伊能

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 ゲーム制作基礎A

必修

選択
選択 年次 1年

IT・デザイン科昼二_1年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 テスト

準備学習／時間外学習 各回の復習時間に毎週30分以上は時間をとること。														

教科書・参考書等

繰り返し処理

while do_while

繰り返し処理を利用してプログラムを

作成できる					

関数

引数の利用

引数を利用してプログラムを作成でき

る

関数

戻り値

戻り値を利用してプログラムが記述で

きる

条件分岐

if文、理論演算子
条件分岐処理を理解する					

条件分岐

switch

条件分岐を利用してプログラムを作成

できる

繰り返し処理

for、配列
繰り返し処理が利用できてる					

CSS 簡単なレイアウトができる					

CSS ページ内の装飾が出来るようになる					

javascript とは

変数、演算子

javascriptの基本の記述方法を理解す

る				

HTML

番号付きリスト、定義リスト

リストタグを理解して、構造に合わせ

て利用できる					

HTML

リンク、パス、加増

ファイル間のリンクを設定できる。

画像を設置できる

CSS 基本的なCSSの記述ができる					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

環境構築

HTML

見出し、段落、改行

HTMLの基本構造を理解して、適切に

タグをつけることが出来る					

制作会社でWeb・DTPの経験を経て現在フリーのクリエイターとしてWebサイト制作および企画提案等、多数携わるかたわら、企 業の研修講師として

も活躍。

現在の様々なプログラミング言語の基礎となる知識としてのC言語を学んでいきます。														

プログラミングの基礎を理解して、簡単な処理が書けるようになる														

出席(20%) + テスト(50%) + 課題提出(30%)														

担当教員 羽成

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 プログラミング基礎A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

最終レイアウト50％、毎週の成果20％、出席20％、夏休みの課題10％

担当

教員
高尾

授業

形態
講義・演習

授 業 内 容 学習到達度目標

単位

60時間

1年

授業計画・授業内容

科目名 Web基礎A

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_1年 2単位

多摩美術大学グラフィックデザイン科卒業。(株)セガエンタープライゼス、(株)コーエーテクモゲームスでゲームグラフィックを担当。

以後フリーのデザイナーとして、ゲームグラフィック及びグラフィックデザインを制作。

デザインの基礎から応用を経てUIデザインに落とし込む

企業にアピールできるゲームUIデザインをポートフォリオに載せる

講師の簡単なプロフィール説明。授業の目的（UIデザイン）を伝える。自分の作品を持参 各自の現状を把握する

タイトルロゴデザイン2
ロゴデザインの基礎（フォルム、配色な

ど）

タイトルロゴデザイン1
ロゴデザインの基礎（フォルム、配色な

ど）

タイトルロゴデザイン3
ロゴデザインの基礎（フォルム、配色な

ど）

背景デザイン1
ゲームイメージに合う背景の制作又は画

像を探しレタッチ

背景デザイン2
ゲームイメージに合う背景の制作又は画

像を探しレタッチ

背景デザイン3
ゲームイメージに合う背景の制作又は画

像を探しレタッチ

ボタンデザイン1
ボタンデザイン基礎（フォルム、フォン

ト、字間空き詰めなど）

ボタンデザイン2
ボタンデザイン基礎（フォルム、フォン

ト、字間空き詰めなど）

ボタンデザイン3
ボタンデザイン基礎（フォルム、フォン

ト、字間空き詰めなど）

各アイコン、ステータスバー、メッセージウインドウデザイン1 アイコン、各種ウインドウの基礎

各アイコン、ステータスバー、メッセージウインドウデザイン2 アイコン、各種ウインドウの基礎

準備学習／時間外学習
自分の作りたいキャラクター、背景、各パーツなどの画像を収集し、真似ること。

夏休みの課題は、自画像デッサン。

教科書・参考書等 指定なし

各アイコン、ステータスバー、メッセージウインドウデザイン3 アイコン、各種ウインドウの基礎

各パーツ組込みでUIデザイン完成1 全体的なレイアウト

各パーツ組込みでUIデザイン完成2 全体的なレイアウト



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

ITデザイン科昼二_1年

科目名 立体デザイン基礎A

必修

選択
選択 年次

担当教員 重田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位

1年

業界歴２4年目、講師歴8年目　CGWORLDなどで執筆・講演も行う３Dモデラー

業界で利用している技術や情報を伝えることで現場に近い状況を体験してもらう事で各個人のスキルの底

上げを狙います。(特に見た目重視のモデリングよりもデータ的に破綻のないポリゴン分割、UV展開、テ

クスチャリングなど）

・CGデザイナーとして職場に出た際、最低限現場で必要なルールや作法(仕様)等を身に付ける。

・作品を仕上げる(完成させる)。

１）課題提出５０％ 　２）出席率５０％

具体的な達成の目安：期間内に指定された内容に誤りがないか、データ内に不備はないか、内容通り仕上げられている

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

簡単な講師紹介 / 3DCGについて / Mayaの基本操作解説

モデリング ① / ポリゴンについて

モデリング ② / ポリゴンについて復習と応用 / 課題制作

A

6/25[ 5限目まで ]課題提

出

モデリング③　/ シーン構造とマテリアル

モデリング④　/ UVについて

モデリング⑤ / UVの復習とテクスチャについて Photoshop基礎その１

モデリング⑥　/ テクスチャの復習 Photoshop基礎その２

レンダリング① / Arnold / カメラ / PBR / ライティング

について

レンダリング② / 講評会 / 課題発表

課題制作 B -I
7/16[ 5限目まで ]課題提

出

課題制作 B -II

課題制作 B -III / 講評会 / 夏休みについて
・質疑応答(振り返り)。

・夏季休暇中の課題発表。

課題制作 C -I / 課題チェック

課題制作 C -II

課題制作 C -III / 講評会 その他質疑応答など。

準備学習／時間外学習 どんな時も日々自習。手は止めず動かしましょう。作り続けましょう。

教科書・参考書等 特に筆記用具と外付けHDD/USBメモリーだけは忘れずに必ず持参して下さい。保険としてGoogleドライブなどの用意を。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習

教科書・参考書等

■Bipetの使い方の復習
・実作業

Bipetの復習とデモリールに使う作品作りを
することによりBipetに慣れてもらうというの
と、

■Bipetの使い方の復習
・実作業

Bipetの復習とデモリールに使う作品作りを
することによりBipetに慣れてもらうというの
と、

■Bipetの使い方の復習
・実作業

Bipetの復習とデモリールに使う作品作りを
することによりBipetに慣れてもらうというの
と、

絵コンテと演出について ・演出の理解を深める

絵コンテとレイアウト ・レイアウトの理解を深める

授業の中だけでは作品の品質を上げるの時間は足りないと思います。なので授業の中でチェックを受けたものなどを
時間外に修正する。または授業で学んだ操作を生かして、作品作りに挑戦するのが就職への近道かと思います。
後はアニメ、ゲームもしっかりやり、どういう動きが気持ちいいのか、どういうレイアウトが好きなのかと
自分の引き出しづくりもしておいてください。
（好きと思ったものやよく使いそうだなと思ったらメモや動画として残しておくのがいいと思います）

■Bipetの使い方
・他オブジェクトのへのアタッチ機能
・スケールの付け方
・実作業

■Bipetの使い方の習得

■Bipetの使い方
・BIｐファイルに使い方
・モーションミキサーの使い方
・実作業

■Bipetの使い方の習得

絵コンテの存在価値、読み解き方
・映像、ゲーム系で使用される絵コンテの
理解を深める

授 業 内 容 学習到達度目標

■3dsmaxでのアニメーション付け方
・ボックス等を使い、キーの付け方(キーの種類など)
・カーブの使い方(時間に余裕がない場合は次回へ持ち越し)
・実作業

・3dsmaxでのキーの付け方、キーの種類の理
解
・カーブの使い方の習得

・リンクとコンストイントの使い方
(ポイントやダミーなどの作成方法)
・実作業

・リンク、コンストレインとの使い方

・カメラの使い方
・1～3回の授業の復習として、ボールアニメーション等を作成

・カメラのよく使う機能などの習得

・プレビューの出し方、AEの組み込み方
・AE上での必要最低限の操作(PANやTB/TU、画ブレ)
・実作業

・プレビューの出し方、出した素材をAEに
組み込む流れの習得
・AE上での必要最低限の操作の習得

■Bipetの使い方
・キーの付け方、キーの種類、IKの設定
・bipetでのカーブの使い方。クォータニオン、オイラーの変え方
・実作業

■Bipetの使い方の習得
※この授業から5回を目安に3demaxの
アニメーションで最も使われているBipetの
使い方の習得を目指します。

■Bipetの使い方
・コピー、ペーストの使い方
・レイヤの使い方
・実作業

■Bipetの使い方の習得

■Bipetの使い方
・TCBの使い方
・足の起点の切り替え方
・実作業

■Bipetの使い方の習得

CGアニメーターとして業界に約10年従事。

3dsMaxを使い方を学ぶ。
キーフレームアニメーションを付けられるようになる。
絵コンテ・演出について学ぶ。
CGアニメーターとして必要な素養を身に着ける。

アニメ業界で必要なソフトの使い方を習得する。
考えられた演出のアニメーションが一人で作れるようになる。

出席40％　課題評価60％

授業計画・授業内容

2年
担当
教員

川越
授業
形態

講義・演習 単位
60時間
2単位スーパーIT科・ITデザイン科

科目名
立体デザイン基礎ⅡA

必修
選択

選択 年次



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期の振り返り等 課題の制作

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等

実制作① 課題の制作

実制作② 課題の制作

実制作(提出) 課題の制作

恐竜のスカルプト② 課題の制作

photoshopとの連携 他のソフトとの連携を覚える。

他のソフト(SP)を使ったテクスチャ作成。 他のソフトとの連携を覚える。

zbrushの機能説明③(zsphere等) 課題の制作

zbrushの機能説明④(zmodeler等) 課題の制作

恐竜のスカルプト① スカルプト力を身につける。

zbrushの機能説明① zbrushへの理解を深める。

zbrushの機能説明② 課題の制作

実制作(提出) モデルを完成させる力をつける。

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ソフトの基本操作、簡単なモデル作成 zbushの基本的な操作を覚える。

ポリペイント、マテリアルの説明 授業の予習・復習

有名アニメやゲームの3DCGを手がけています。

zbrushの基礎から応用まで学びます。

3DCGについて理解を深める。

出席(50%)、提出物(30%)、試験(20%)

担当教員 島田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 立体デザイン基礎ⅢA

必修

選択
選択 年次 2年

スーパーIT科昼二_2年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 色々な映像を見ることが映像制作の上達につながります。作るだけでなく、見ることも毎日行って下さい。

教科書・参考書等 After Effects モーショングラフィックス入門講座 CC対応（SHIN-YU）、必要に応じて補足資料を配布

シェイプとアニメーターを組みわせる

-図形の組み合わせによるアニメーション②/テキストアニメーション①-
AEアニメーションの応用篇の習得

シェイプとアニメーターを組みわせる

-テキストアニメーション②-

AEアニメーションの応用篇の習得

課題③提出

課題③の講評会
自分が作った作品をプレゼンすること

で、客観視し、より考えを深めていく

Peremire Proを使用した映像編集 Peremire Proの基本操作を覚える

Peremire Proを使用した映像編集 Peremire Proの基本操作を覚える

シェイプとアニメーターを組みわせる

-図形の組み合わせによるアニメーション①-

AEアニメーションの応用篇の習得

課題②提出/課題③発表

シェイプとアニメーターを組みわせる

-リピーターの演出-
AEアニメーションの応用篇の習得

シェイプとアニメーターを組みわせる

-シェイプの液体アニメーション①-

AEアニメーションの応用篇の習得

課題①提出/課題②発表

シェイプとアニメーターを組みわせる

-シェイプの液体アニメーション②-
AEアニメーションの応用篇の習得

シェイプアニメーション入門

-アイコンアニメーション/アイコンを変形する-

AEアニメーションの基礎の習得

課題①発表

シェイプアニメーション入門

-アイコンを変形する/動きを装飾する-
AEアニメーションの基礎の習得

シェイプアニメーション入門図形

-検索アニメーションの作り方-
AEアニメーションの基礎の習得

簡単な自己紹介/授業概要/AEの特徴と設定 AEの基本操作を覚える

シェイプアニメーション入門

-図形アニメーションの作成/タイトルアニメーションの作成-
AEアニメーションの基礎の習得

アニメーション制作の基本/動画の書き出し/データの保存と読み込み AEの基本操作を覚える

映像ディレクター・映像エディターとしてフリーランスで活動しています。プロジェクションマッピング・映画・TVドラマ・ミュージックビデオ・イ

ベント映像・CM等、幅広く映像制作に携わっています。最近は、Web映像の制作が多く、Web CMやセミナー映像の編集等を行っています。

2016年からTECH.Cで講師として主にAfter Effectsの授業を教えています。2019年からゼミ形式の授業を行っています。

After Effects（以下、AE）を使用した映像編集の基礎を勉強していきます。初めてAEを触る人向けの授業になります。AEの内容としてはモーショング

ラフィックスをやっていきます。またPremire Proも基本操作をやっていきます。

授業時間が90分（1コマ）しかないので、予習・復習は各自行って下さい。また課題も3回出します。必ず提出して下さい。

＊授業の進捗状況によってシラバスの内容を変更する場合があります。

自分がプレイしたゲームを編集して、ゲームの作品集を作れるレベルの映像編集スキルを身につけること。

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

課題①（25点）、課題②（25点）、課題③（30点）、出席&授業態度（20点）の合計点で評価します。課題未提出の場合は0点となるので、必ず提出

して下さい。

科目名 映像ⅠA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_1年 2単位

担当教員 嶋﨑

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

ITデザイン科昼二_1年 2単位

担当

教員
刻田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

1年

科目名 平面デザイン基礎A

必修

選択
選択 年次

漫画家、イラストレーターを主に活動、オリジナル作品やミルキィホームズ、百花繚乱、田中等コミカライズ作品など多数

近年はアニメ関係のデザイナーとしても活動中

「画材」としてPCに触れつつ、「描（えが）くこと」を中心としてキャラクター作成能力と人の心に伝わる絵の完成度を上げることを目的としつつも職種

の特殊性から自己完結することではなく複数人との作業を前提とされる技能です。

特にキャラクターは一番見る人に触れる部分の多いところになるので、・如何に他者の目を留めることができるのか　・如何に自分の表現したいところを作

品に加えて伝えるか　・そして作品の中でいかに連携していくのかということを念頭に置きそれを学びます。

「全く描けない」、「描いたことが無い」学生→デジタルツールの使用法及びキャラクター作成の基礎を理解し、キャラクターが描けるようになる

「描いたことがある」「こんなものが描きたい」学生→レベルアップしたキャラクターが描けるようになる

最終的にすべての学生が「自分のポートフォリオ」への作品を「自身の成長過程」とともに増やす

入口としてphotoshop、CLIPSTUDIOPAINTの基本操作を習得する

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

授業態度 25％ 　課題提出率 25％ 　課題内容 25％ 　出席率 25％ を基本とします

イラストを描くための

デジタルツールの使い方１

（CLIPSTUDIOPAINT、液タブ、PC、キーボード）

PCなどの基礎的な使い方などができるよ

うになる

キャラクターデザインについて１（基礎と概論）
キャラクターデザインに必要な要素や求

められる要素を理解できるようになる

イラストを描くための

デジタルツールの使い方2

（CLIPSTUDIOPAINT、液タブ、PC、キーボード）

PCなどの基礎的な使い方などができるよ

うになる

キャラクターデザインについて2（基礎と概論）
キャラクターデザインに必要な要素や求

められる要素を理解できるようになる

キャラクターデザインについて１（実習）
キャラクターデザインに必要な要素や求

められる要素に実際に触れてみる

キャラクターデザインについて2（実習）
キャラクターデザインに必要な要素や求

められる要素に実際に触れてみる

仕様に沿ったキャラクターデザインをしてみよう
必要な仕様や求められたものに対してデ

ザインを提供できるようになる

仕様に沿ったキャラクターデザインをしてみよう
必要な仕様や求められたものに対してデ

ザインを提供できるようになる

仕様に沿ったキャラクターデザインをしてみよう
必要な仕様や求められたものに対してデ

ザインを提供できるようになる

仕様に沿ったキャラクターデザインをしてみよう
必要な仕様や求められたものに対してデ

ザインを提供できるようになる

仕様に沿ったキャラクターデザインをしてみよう 企業課題締め切り日

相手に伝わりやすいキャラクターデザインの実践
相手に伝わりやすくユーザーにも届くデ

ザインの提供ができるようになる

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 授業内スライドおよびノートなど

相手に伝わりやすいキャラクターデザインの実践
相手に伝わりやすくユーザーにも届くデ

ザインの提供ができるようになる

相手に伝わりやすいキャラクターデザインの実践
相手に伝わりやすくユーザーにも届くデ

ザインの提供ができるようになる

相手に伝わりやすいキャラクターデザインの実践
相手に伝わりやすくユーザーにも届くデ

ザインの提供ができるようになる



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 発表の振り返り
簡単なプロジェクト企画・報告書が作

成できること					

準備学習／時間外学習 基本的には授業時間内で完結させることとする														

教科書・参考書等 担当講師が作成したレジュメ														

１．振り返り演習　

　　

　　

品質管理の各種ツールを活用できるよ

うになること					

学生による発表
簡単なプロジェクト企画・報告書が作

成できること					

学生による発表
簡単なプロジェクト企画・報告書が作

成できること					

１．振り返り演習　

　　

　　

WBSを理解すること					

１．振り返り演習　

　　

　　

クリティカルパスを理解すること					

１．振り返り演習　

　　

　　

仕事や課題に関係するコストについて

理解すること					

学生による発表 聴き手を意識した説明を体験すること					

１．発表の振り返り　

　　

　　

発表に基づいた議論を経験すること					

１．仕事や課題に結び付けた演習　

　　

　　

仕事や課題とプロジェクト・マネジメ

ントを結びつけられること					

１．振り返り演習　

　　

　　

リーダーシップについて理解すること					

１．振り返り演習　

　　

　　

自分の生活とリーダーシップ、マネジ

メントを結びつけられること					

１．振り返り演習　

　　

　　

組織設計について理解すること					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

１．オリエンテーション　

　　

　　

全15回のイメージを掴むこと					

１．振り返り演習　

　　

　　

自分の生活とプロジェクトを結びつけ

られること					

企業の管理職、経営者として経営戦略、組織改革、システム更新などで豊富なPM経験を有す														

プロジェクト・マネジメントに活用される基本的な手法や技法について網羅的に紹介する。それらが実際の自分の生活や仕事にどのように生かされるの

か演習で体験してもらう。														

１．プロジェクト・マネジメントとは何かを理解すること　

　　

　　

　　

出席30％、授業への貢献・積極的な参加40％、課題のクオリティ30％														

担当教員 渡邊

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 ITリテラシー基礎A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 期末試験返却・解説 授業の復習					

準備学習／時間外学習 毎回授業では新しい内容を行うので，確実に復習を行うこと．														

教科書・参考書等 PDFで事前にプリントを配布する．印刷して持参すること．自分用に目次を作る．														

物体の運動の計算 授業の復習					

テスト対策・質問対応 授業の復習					

期末試験 授業の復習					

運動方程式：実際の立式 授業の復習					

モーメント：ロボットアーム製作に必要なトルクの計算 授業の復習					

重力を考慮した計算 授業の復習					

（休講の可能性があります．5月中旬に決定．休講の場合は9月に振り替え）物理導入(変

位・速度・加速度)
授業の復習					

力の法則・力の釣り合い 授業の復習					

運動方程式：様々な力 授業の復習					

sin・cos・tan 授業の復習					

順運動学．逆運動学 授業の復習					

ベクトルの足し算 授業の復習					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

現状チェック・座標・軸								 チェックテストの復習					

リンクの長さ・手先座標 授業の復習					

早稲田大学で超音波診断装置を自動で制御するロボットの開発，診察の自習システムの構築														

作りたいロボットの動き方から部品の強度や必要なモータのトルクを計算するための，物理・数学を学ぶ．														

設計に必要な基礎的な力学の修得をする，必要な数学力も習得する．														

１）授業内での簡単なレポート30%　２）期末試験40%　３）出席数30%														

担当教員 菅宮

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 数学基礎A

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期総括 同上					

準備学習／時間外学習 新聞記事など日本語を読む習慣を身につけること														

教科書・参考書等 「BJT体験テスト」「BJT公式模擬テスト」他														

模擬テスト（4）「聴読解問題/読解問題」2回目 同上					

模擬テスト（5）「聴読解問題/読解問題」3回目 同上					

前期期末テスト 同上					

模擬テスト（1）「聴解問題/読解問題」1回目 同上					

模擬テスト（2）「聴解問題/読解問題」2回目 同上					

模擬テスト（3）「聴読解問題/読解問題」1回目 同上					

体験テスト（6）「聴読解問題/読解問題」2回目 同上					

体験テスト（7）「聴読解問題/読解問題」3回目 同上					

体験テスト（8）「聴読解問題/読解問題」4回目 同上					

体験テスト（3）「聴解問題/読解問題」3回目 同上					

体験テスト（4）「聴解問題/読解問題」4回目 同上					

体験テスト（5）「聴読解問題/読解問題」1回目 同上					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

体験テスト（1）「聴解問題/読解問題　1回目」 正答率70％以上					

体験テスト（2）「聴解問題/読解問題」2回目 同上					

ビジネス経験を活かして、専門学校や企業でビジネス日本語指導歴10余年														

BJT模擬テスト、対策問題集などで実践的な受験対策を積み重ねる														

BJT・J1レベル以上のスコア獲得を目指し、練習問題での正答率70％以上														

毎回の対策問題の成績、期末テスト成績当80％、出席率棟20％														

担当教員 佐藤

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 グローバルゼミⅠA

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 自分のポートフォリオの発表会 ポートフォリオの完成

準備学習／時間外学習 ポートフォリオの作成の為にも、未達の課題に関しては次回の授業までに完成を目指す。

教科書・参考書等

オリジナルエフェクトの制作②
ポートフォリオ用のオリジナルエフェ

クトの制作、完成

ポートフォリオへのまとめ方① ポートフォリオの完成

ポートフォリオへのまとめ方②/発表 ポートフォリオの完成

前２回の授業の続きと各種フィードバック等
差分の作り方や制作する際の考え方等

への理解

オリジナルエフェクトの制作/方法について
ポートフォリオ用のオリジナルエフェ

クトの制作、完成

オリジナルエフェクトの制作①
ポートフォリオ用のオリジナルエフェ

クトの制作、完成

前回の授業の続きと各種フィードバック等 基礎的なエフェクトの作り方の習得

ヒット/斬撃エフェクトの差分作成について（威力差分）
差分の作り方や制作する際の考え方等

への理解

ヒット/斬撃エフェクトの差分作成について（属性差分）
差分の作り方や制作する際の考え方等

への理解

エフェクトの作り方とテクスチャの作成方法について① 基礎的なエフェクトの作り方の習得

前回の授業の続きと各種フィードバック等 基礎的なエフェクトの作り方の習得

エフェクトと合わせた斬撃エフェクトの作成① 基礎的なエフェクトの作り方の習得

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業オリエンと授業意義、学生のヒアリング

Unityのパーティクルシステムの仕組みと各種設定の説明
パーティクルシステムの操作方法と

Toolへの理解

ゲームエフェクト制作会社　株式会社ランチタイム代表

エフェクトへの理解とUnityでの基礎的なエフェクトの作成方法を学ぶ

エフェクトの基本原理の理解と絵作りの為の知識や考え方などの習得

授業内課題（6割）＋制作物のクオリティ（３割）＋その他（１割）

担当教員 高橋

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 コンピュータスキルアップⅠA

必修

選択
選択 年次 1年

IT・デザイン科昼二_1年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 日本の家族構成

準備学習／時間外学習

教科書・参考書等

プレゼンテーション

プレゼンテーション

日本の食べ物

BBCニュース

日本の社会問題

日本の社会問題

日本文化

日本文化

BBCニュース

国際トピック

国際トピック

国際トピック

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介								

春の日本

英国の大学卒業後、大手自動車メーカー、物流会社にて海外駐在、外資系会社では日本代表責任者、

私立女子高校、専門学校に英語講師。												

世界のトピックをテーマに翻訳し英語力をアップさせます

英語に親しみコミュニケーションを楽しめるようになる

英作文とプレゼンテーション														

担当

教員
吉田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_1年 2単位

科目名 ビジネスコミュニケーションⅠA

必修

選択
選択 年次 1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 実習

2 実習

3 実習

4 実習

5 実習

6 実習

7 実習

8 実習

9 実習

10 実習

11 実習

12 実習

13 実習

14 実習

15 実習

IT・デザイン科昼二_1年

ゲームシナリオⅠA科目名

必修

選択
選択 年次

担当

教員

山

下
授業

形態
実習 単位

60時間

2単位

１年

ソーシャルゲーム業界に約7年（内、プランナー兼シナリオスクリプター2年・シナリオライター兼シナリオスクリプター5年）。

関わったプロジェクトは３つ。

伝わりやすくて映える文章の書き方や、面白くなるプロットの作り方など、

よりよいシナリオを作成する上での細かなテクニックを中心に学んでいきます。

前年度に学んだ内容と併せて、今後の創作物のブラッシュアップに貢献できればと思います。

ゲームシナリオに限らず、ライトノベルなどのストーリー作り全般に通じるものにしたいです。

与えられた要件を元に、クライアントやプレイヤーが何を期待し求めてるかを見定め、

それを超えるシナリオ作成ができるような視点とテクニックを持つ。

１．出席率（30％）　２．課題成果（50％）　３．授業態度（20％）

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業内オリエンテーション 本授業の目的を理解する

プロットを活かす文章作成①：プロットのポイントを見つける
読み手がどこで面白いと感じるか、と

いったことを中心に考えてもらいます

プロットを活かす文章作成②：ポイントを流れ、シーンの作り方

読み手に息を吸わせる、息を止めさせ

る、息を吐かせる　この流れができる

か

プロットを活かす文章作成③：登場キャラによって第１回のポイントは変わる
キャラクターに読み手が求めるものを

書くという視点を得る

プロットを活かす文章作成④：「意図」が伝わる文章の書き方
読みやすさに加えて「飲み込みやす

い」文章を書く技術を学ぶ

プロットを活かす文章作成④：リライト時の心得
シナリオ作成においてもっとも辛い修

正作業を経験する

楽しくて面白いプロット作成①：好きな小説や映画、マンガのあらすじ作成
プロット作りの前に、物語の流れやポ

イントを押させえる難しさを実感

楽しくて面白いプロット作成②：起承転結が難しい人のための三幕構成 退屈させないプロットの構成

楽しくて面白いプロット作成③：面白いと楽しいは異なる。面白い＝どんでん返し 物語が一本調子にならないための構成

実習　好きな作品の1500文字サブシナリオ①：概要・プロット

若手は往々にして完成された世界観の

サブシナリオから作ることになるため

その実習

実習　好きな作品の1500文字サブシナリオ②：本文ライティング 本文作成

実習　好きな作品の1500文字サブシナリオ②：リライト フィードバックへの修正対応

準備学習／時間外学習 基本的に、次回の授業までにそれまでの課題を完成させておくこと。

教科書・参考書等 無し

発表会、読み合い
これまでの講義で学んだ内容を踏まえ

て同級生の作品を読み学ぶ

実習　好きな作品の1500文字サブシナリオ③：発表会を踏まえた再修正

四方八方から来る修正依頼。あちらを立て

ばこちらが立たずの苦痛を知ってもらう。

シナリオ制作の最大の苦痛

シナリオスクリプト演出の小話。BGM選定について
演出が頭にあると言葉選びも変わった

りするのでその視点を持つ



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習
・前期授業評価アンケート

・成績発表や集中講座の告知

準備学習／時間外学習 CG業界に関するトピックを常に調べ、みんなでシェアしましょう。情報は命です。

教科書・参考書等

・夏休み振り返り

・スケッチ・クロッキー・発想練習などの練習　2回目

・スケッチ・クロッキー・発想練習などの練習　３回目

・企業課題実技試験　模擬テスト①

・スケッチ・クロッキー・発想練習などの練習　４回目

・企業課題実技試験　模擬テスト②

・SPI試験対策(第7章)

・エントリーシートの書き方について

・スケッチ・クロッキー・発想練習などの練習　1回目

・アンケート(授業,学校生活,就職,面談希望等)実施　・インターンシップ説明

第1回グループディスカッション(コンセンサスゲーム)

・SPI試験対策(第4章)

・求人票の見方について

・SPI試験対策(第5,6章)

・SPI試験対策(第1章)

・自己分析1(自分のやる気と特色チャートについて)

・SPI試験対策(第2章)

・有限会社,株式会社の違い　・雇用形態(正社員,契約社員)

・SPI試験対策(第3章)

・4つの社会保険(労災保険,雇用保険,健康保険,年金保険)

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

・本授業の目標、目的

・就職活動の流れ　・SPI試験とは？

・今年度のカリキュラムと業界動向について

・SPI試験模擬テスト　・アンケート(授業、学校生活、就職)

美術大学専攻科修了。専門学校でデッサン、デザイン講師、美大にて助手など業界経験豊富。

・CG業界に必要な業界知識を身に付ける。

・スケッチ,デッサンの練習をおこない、短時間で表現する技法を学ぶ。

・SPIの非言語問題、言語問題、性格適正検査の対策をおこなうとともに、自己分析や履歴書作成に必要な作文の練習を実施。

・グループディスカッションも取り入れ、チーム討議と発表の場を設ける。

・CG業界のイベント、セミナーの最先端情報を理解します。・短時間のスケッチに慣れ、デッサンの重要性を理解する。

・就職活動に必要な一般教養力、ディスカッション力、チームワーク力の育成を目標とする。・1年間を通して、SPI対策と社会人基礎力の育成を目指

す。

・出席率80%　・授業態度10%(グループディスカッション参加態度)　・スケッチ・クロッキー・発想練習などの課題取り組み・提出10%

担当教員 吉澤

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

科目名 コミュニケーションⅡA

必修

選択
選択 年次 2年

IT・デザイン科昼二_2年 1単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 振り返り								 イベントの振り返りと反省					

準備学習／時間外学習 授業外に置いて、他学年イベントや体験学習を行う場合があります														

教科書・参考書等 企画・資料作成に関する書籍														

プロモーション戦略2								 学生によるプロモーションの実施					

リハーサル								 イベント最終準備					

イベント本番								 学生主体イベントの実施					

プロモーション戦略1								 プロモーション戦略を立てる					

プレゼンテーション 上長プレゼンテーション

イベント準備								 イベント関連資料と素材を完成					

振り返り								 イベントの振り返りと反省					

企画書作成1								 イベント企画書を作成					

企画書作成2								 イベント企画書を完成させる					

プレゼンテーション 上長プレゼンテーション

学園祭イベント準備1								 イベント関連資料と素材を完成					

学園祭イベント準備2								 本番リハーサル					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

企画書作成1								 イベント企画を作る					

企画書作成2								 イベント企画を完成させる					

某アーケードゲーム全国大会優勝、大手ゲームメーカー公式プレイヤー

地上波TV番組・WebCM・Web番組出演、ゲーム開発・運営プロデューサー

大手ゲーム攻略メディアWEBライター、イベント会社経営													

現場資料をベースに学習し、実体験を通して理解する														

ゲーム業界にある様々な職種を理解し、現場経験を通して必要なスキルを学ぶ														

出席(30%)、提出物(50%)、授業態度(20%)														

担当教員 アカツナ

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 企画ⅡA

必修

選択
選択 年次 1年

IT・デザイン科昼二_1年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 アニメ応用A

必修

選択
選択 年次 2年

アニメーター　原画　作画監督　キャラクターデザイン等

現場で行われているアニメーションの実践的な指導

アニメーションの作画　主に原画の描き方修得をする

出席率25％　課題提出率25％　技術習得度合い25％　授業態度25％

担当教員 池上

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

模写の基本1 絵の基本　模写のやり方を理解する

模写の基本2
模写のやり方を理解した上でよりたく

さんの絵の模写をする

キャラクターを素体から描く1
キャラクターの素体の描き方を理解す

る

キャラクターを素体から描く2
キャラクターを素体で捉え、色々ポー

ズを描いてみる

キャラクターの顔の描き方1
キャラクターの顔の構造や描き方を理

解する

キャラクターの顔の描き方2
色々な角度のキャラクターの顔を描い

てみる

手の描き方 基本的な手の描き方を理解する

服のしわ　布の描き方
服等の柔らかい布状の物の描き方を理

解する

素体からキャラクターを描き起こす1
素体を元にキャラクターを乗せて描い

てみる

素体からキャラクターを描き起こす2 より多彩なパーズを描いてみる

背景のあるレイアウトを描く
キャラクターだけでなく背景の重要性

を理解する

パースの基本
パースを理解しながら背景を描いてみ

る

キャラクターを背景に乗せて描く1
キャラクターを背景に乗せて描く練習

をする

キャラクターを背景に乗せて描く2
より色々な角度からのレイアウトを描

いてみる

まとめテスト 前期のまとめとしての技術習得の確認

準備学習／時間外学習 就活用ポートフォリオの作成

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 イラスト応用A

必修

選択
選択 年次 2年

マンガ家　デザイナー　デジタルノイズ取締役														

基本的なキャラクターの描き方からクオリティを上げる塗り方、を学びます。一人一人に個別アドバイスします。作業するにあたってわからないこと

は、その都度解説します。														

作品制作　完成作品の数を増やす/作品のクオリティアップを目指す														

授業に取り組む姿勢40%　作品クオリティ40%　ポートフォリオの作品数20%														

担当教員 小高

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

キャラクターの塗り方　基本1

基本的な塗り方の手順を知る

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

キャラクターの塗り方　基本2

基本的な塗り方の手順を知る

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

キャラクターの描き方　基本1

顔の描き方、体の描き方　線画

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

キャラクターの描き方　基本2

素体に洋服を着せる　線画

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

清書　線画を完成させて色塗りをする

個別添削

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

清書　線画を完成させて色塗りをする

個別添削

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

小物の描き方

リボン、レース、剣などの描き方を理解する

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

髪型の描き方　目の描き方

今風な塗り方を研究する

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

金の卵展作品のラフを描く

個別のラフチェック

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

手、足の描き方

金の卵展の作品を描く

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

透け、の塗り方

金の卵展の作品を描く

スケジュールに沿って作品制作を進め

る

金の卵展の作品を描く
スケジュールに沿って作品制作を進め

る

2ページのカラーマンガを描く1
スケジュールに沿って作品制作を進め

る

2ページのカラーマンガを描く1
スケジュールに沿って作品制作を進め

る

2ページのカラーマンガを描く1
スケジュールに沿って作品制作を進め

る

準備学習／時間外学習 自分の目指す業界で仕事ができるようになることを真剣に考えて作品制作に取り組む姿勢を身に着ける														

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 提出締め切り
締め切りを守る事の大切さを理解する

事ができる

準備学習／時間外学習
色々な方のイラストを見て目標を決めておいてください。

クロッキー等を反復し基礎的な技術を向上維持させておいてください。

教科書・参考書等

ブラッシュアップとは何か？を学ぶ 作品制作

制作期間 作品制作

制作期間　作品を提出する 作品制作

制作期間 作品制作

作品の１次提出および添削　改善点を探し検討修正して行く 柔軟な発想を持つ事ができる

制作期間 作品制作

色々な塗りを理解する1　 キャラクター
技術理解をし自分にあったものを使い

こなす事ができる

色々な塗りを理解する2 　背景
技術理解をし自分にあったものを使い

こなす事ができる

色々な塗りを理解する3　 その他
技術理解をし自分にあったものを使い

こなす事ができる

配色や構成、構図を理解する
デジタルイラストの配色の理解ができ

る

コンセプト及びラフ案をプレゼンし提出する
自分の表現を第三者に伝えることがで

きる。

線画技術の理解と下書き 技術理解ができる

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

前期の目標の共有をする　デジタルの基本操作 授業の予習・復習

アイディア出しと基本技術のおさらい デジタルイラストの基礎が理解できる

漫画家・デザイナー

イラストを描く上での必要な考え方と技術の習得、完成までの工程とスピードの確認をし自分に必要なスキルをあ

げて行くことができる

キャラクター、背景、コンセプトを含む1枚絵を完成させる

提出物（30％×３回ラフ案はアイディア、オリジナル性を重視します、１次提出は世界観を重視、最終提出は完成度を重視します）出席率

（10％）出席率での評価割合は少ないですが学校の基準が最低ベースと考えてください

担当教員 斉藤

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 コンセプトアート応用A

必修

選択
選択 年次 ２年

IT・デザイン科昼二_2年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 国内、海外大会の動画等														

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

ランクor動画研究(可能であればカスタム）								

ランクが低い場合はランク

上げ（マスター帯はプレデター目指

す）					

Ace1所属元PUBGプロ　現apexプレイヤー	

プロとして活動していくための知識作り														

1年生 選手としての土台づくり ２年生　競技シーンでプレイ														

出席50% 授業態度25% scrimや大会あれば対抗戦等の成績25%														

担当教員 afraid									

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 ゲーム技術ⅡA

必修

選択
選択 年次 2年

IT・デザイン科昼二_2年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

60時間

2単位

科目名 ゲーム制作応用A

必修

選択
選択 年次 2年

ITデザイン科昼二_2年

宗方　良：上海生まれの日本育ちの業界10年目越えゲームエンジニア。　小規模チーム・ディレクションや小規模チーム・マネジメントが得意。

　実際にゲームを作る仕事にPG（プログラマ）として携わるとき、最初に任される仕事というのは、先輩の書いたコードを元にして、仕様に合わせて細

かい肉付けをしていく仕事になることが多いです。　その仕事を、この授業では「ブラッシュアップ」と呼ぶことにします。

　あなたが物凄い天才プログラマで、かつ仕事を始めるまでのあいだに勉強時間をタップリとってゲーム制作をして、既に商業的に成功している場合を

除いて、あなたが最初に仕事を始めた時、仕事で必要になる能力というのは、義務教育や高校の勉強ではなかなか身には付いてはいないことでしょう。

　このブラッシュアップ講座は、学校での勉強と会社での仕事の違いについてあなたに慣れてもらい、対応力をもってもらうのが目的のワクチン的な授

業です。

仕事の最小単位である「タスク」にまで目標を分解し、タスク目標を達成するのに必要な時間を+-50％ほどの精度で見積もることができる。　タスク目

標にそって作業を進めることができる。

　各授業の終了時に書いてもらう200文字程度のレポート：50％　　7/16、8/27　での作業における成果物について採点：50％

授業計画・授業内容

担当教員 宗方

授業

形態
講義・演習 単位

授 業 内 容 学習到達度目標

　授業目的および最終到達目標の説明　Unityの使用方法説明　実際にやってもらう

ブラッシュアップ（フェイドイン・フェイドアウト）

手をうごかし、授業の流れを覚え

る

タスク分解のやり方説明　実際にやってもらうブラッシュアップ（フェイドイン・

フェイドアウト続き）
理論を実践し、授業に慣れる

　工数見積もりのやり方説明　実際にやってもらうブラッシュアップ（フェイドイ

ン・フェイドアウト）
タスク分解をやってみる

チャットツールの活用方法（Discord）　実際にやってもらうブラッシュアップ

（UI・UX）
日報やMEMOをとってみる

チャットツールの活用方法（Discord）　実際にやってもらうブラッシュアップ

（UI・UX）

タスク分解をメモしてて、進捗を

確認する

チャットツールの活用方法（Slack）　実際にやってもらうブラッシュアップ

（UI・UX）

指示をうけとり、要件を聞き出

し、計画をたててみる

　バージョン管理ツールの活用方法（GITHUB）　実際にやってもらうブラッシュ

アップ（UI・UX）
タスク分解をもう一度やってみる

　バージョン管理ツールの活用方法（GITHUB）　実際にやってもらうブラッシュ

アップ（UI・UX）
進捗共有に慣れる

　実際にやってもらうブラッシュアップ（スプライト・アニメーション制作） 理論の実践

　実際にやってもらうブラッシュアップ（スプライト・アニメーション制作） 理論の実践

　実際にやってもらうブラッシュアップ（スプライト・アニメーション制作） 理論の実践

　実際にやってもらうブラッシュアップ（スプライト・アニメーション制作） 理論の実践

　ブラッシュアップ・トライアル (興味のある部分を自由にブラッシュアップしても

らう）
理論の実践

　ブラッシュアップ・トライアル (興味のある部分を自由にブラッシュアップしても

らう）
理論の実践

　結果発表・成績発表・反省　良かったブラッシュアップがあれば共有 自分の学習度合いの確認

準備学習／時間外学習 毎回出てくれれば、特になしの想定　授業中に取り扱うツールについて、体験を漏らした場合は自己学習で補修

教科書・参考書等 難しいことをやる予定はありません　Googleで検索すれば十分な内容になります



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 プログラミング応用A

必修

選択
選択 年次 2年

新潟高度情報専門学校卒。現在はネクセンツ株式会社にて、プログラマー及び講師等の業務を行っている。														

ゲーム制作に必要な、Unityの習得が目的。

学生には、ゲーム制作をするにあたり、必要な工程や要素を理解し、自分のゲーム制作に必要な技術及び知識を身に着けて欲しい。

Unityを習得する。ゲーム制作に必要な要素や流れを理解する。C#を理解する。														

１）定期テスト40%　２）出席数40%　３）演習20%

定期テスト（実技１００%）													

担当教員 瀬下

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

導入（授業の進行の仕方等の説明）

Unity導入、Unityに触れてみる
既存のプロジェクトを通して、Unity

の操作を理解する。					

Unityの画面や用語に関して Unityの画面と用語を理解する。					

スクリプト入門1、基本的な書き方や、変数や関数に関して
スクリプト（C#）及びオブジェクト

指向を理解する。

スクリプト入門2、クラスに関して
スクリプト（C#）及びオブジェクト

指向を理解する。

テスト
今までの講義内容の習得率を確認す

る。（自己評価含む）					

簡単なプロジェクトの作成1
簡単な制作をプロジェクトの作成から

行い、ゲーム制作の流れを理解する。

簡単なプロジェクトの作成2
簡単な制作をプロジェクトの作成から

行い、ゲーム制作の流れを理解する。

UIについて UIに関して理解し、実装する。					

監督オブジェクト、サウンドについて
監督オブジェクト及びサウンドを理解

する。					

Prefabとその活用方法
Prefabとその活用方法を理解し、実践

する。					

当たり判定、Physics（物理演算）について
当たり判定及びPhysicsを理解し、実

装と調整を行う。					

アニメーションについて アニメーションについて理解する。					

シンプルなゲーム制作（個人）1

制作するのに、何が必要か理解し、ど

の作業に、どれだけ時間が掛かるか把

握する。

シンプルなゲーム制作（個人）2

制作するのに、何が必要か理解し、ど

の作業に、どれだけ時間が掛かるか把

握する。

準備学習／時間外学習 主にゲーム制作の課題が中心。														

教科書・参考書等 UnityではじめるC# 基礎編														



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 課題演習

準備学習／時間外学習
コードは頭で理解することも大事ですが、「手で覚える」ことが重要です。一度書いたコードでも、 頭を使わなくても手が勝手に

動くようになるぐらい何度も繰り返したり、アレンジを加えたりしながら書きましょう。各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 初心者からちゃんとしたプロになる HTML+CSS標準入門

休み明けリハビリ、課題演習

教科書の残りの解説、課題演習

課題演習

Flexboxを使ったサイトの作成

Gridを使ったサイトの作成

レスポンシブ対応サイトの作成

HTML/CSSの応用 - 後編 -

シンプルなWebページの作成

シングルページサイトの作成

HTML/CSSの基礎 - 前編 -
HTMLの基本文法

（教科書[Lesson 3]相当）の理解

HTML/CSSの基礎 - 後編 -
HTMLの基本文法

（教科書[Lesson 3]相当）の理解

HTML/CSSの応用 - 前編 -
HTMLの応用文法

（教科書[Lesson 4]相当）の理解

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

オリエンテーション、(自己紹介)

HTML/CSSのおさらい 昨年度までに学んだ内容の確認

Web制作会社で勤務。現在はフリー。講師歴6年目。

前期は教科書を通して、HTML/CSSの基礎を座学と演習を交互に行いながら学習します。

講義・教科書の内容を理解し、夏休み前までに簡単なWebページであればひとりで作れるようになる。

出席率(60%)、授業参加度合(30%)、成果物(10%)　※詳細は初回講義内で説明

担当教員 原田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 Web応用A

必修

選択
選択 年次 2年

IT・デザイン科昼二_2年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 立体デザイン応用A

必修

選択
選択 年次 2年

株式会社アマナにてプロダクト系を中心にCM映像やイメージ広告のビジュアル制作に従事														

作品制作をしてもらいます。個人のスキルレベルにあった技術的、効率的な画作りを講義と制作を交えてサポートしていきます。														

ポートフォリオの充実アップを図る。各団体が開催しているコンペなどにも意欲的に応募していく。														

出席　50%　課題提出　50%　														

担当教員 林

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

オリエンテーション 制作目標の模索					

制作　（講義＆個別指導）								 コンテ、イメージボードの提出					

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								 フィードバックによる課題点の理解					

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								 コンペ提出物の準備					

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

制作　（講義＆個別指導）								

全体講評								 フィードバックによる課題点の理解					

準備学習／時間外学習 制作だけではなく物の質感、動き、色、光等を意識し観察してみて下さい														

教科書・参考書等 AUTODESK ® MAYA® ビジュアルリファレンス3 、Mayaベーシックス　3DCG基礎力育成ブック														



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 制作 ④ / 講評会 / 後期に向けて 授業の予習・復習

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等
Autodesk Maya トレーニングブック 第4版(Maya2018対応)、特に筆記用具と外付けHDD/USBメモリーだけは必ず持参して下さ

い。

制作 ① / 質疑応答 / 講評会 授業開始前に課題提出

制作 ② / 質疑応答 授業の予習・復習

制作 ③ / 質疑応答
中間チェックとヒアリング(５～６限

と共通)

自然物 ②  /課題制作(５～６限と共通) 授業の予習・復習

自然物 ③  /課題制作(５～６限と共通) 中間チェックとヒアリング

自然物 ④  /課題制作(５～６限と共通) / 講評会

・質疑応答(振り返り)。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　・夏季休暇

中の課題発表。

ＺＢｒｕｓｈ⑤ / ポリペイント / マテリアル / ベイク
ＺＢｒｕｓｈからのテクスチャベイク

を習得。

ＺＢｒｕｓｈ⑥ / BPR / 合成方法
コンセプトアートやデザインで利用で

きる画としての表現の基礎を習得。

自然物 ①  /課題制作(５～６限と共通)
7/15[ 5限目まで ]課題提出

Unity/Sketchfab

授業の予習・復習

ＺＢｒｕｓｈ③ / サブツール / ポリグループ
活用するデータにするので、必ずある

程度は完成させておく事。

ＺＢｒｕｓｈ③ / ポリゴンリダクションとリトポロジー(Maya)
ポリゴン数のコントロールと作成管

理。

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業の説明 / １回目のみ、3～6限でテストを行います。
ゲームプロジェクト参加へ向けての試

験を行います。

ＺＢｒｕｓｈ① / UI / ブラシの基本 / ワークフロー説明 授業の予習・復習

業界歴２３年目、講師歴７年目　CGWORLDなどで執筆・講演も行う３Dモデラー

Maya、PBR関連、Zbrushの授業内容をやります。

主にリアルタイムモデリング向けの解説になりますが、映像、3Dプリントなどの応用も可能となっております。

リアルタイムモデリングにおいて新たなツールとしてZBrushがあり、造形の能力を高める事、

ゲームプロジェクトやポートフォリオ制作に活かして貰う事を目標としています。

１）課題提出５０％　２）出席率５０％

具体的な達成の目安：仕様に基づいたモデルを作成し、リアルタイムモデリングとして各ツール上で描画すること。

担当教員 重田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

科目名 立体デザイン応用ⅡA

必修

選択
選択 年次 2年

IT・デザイン科昼二_2年 2単位



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 立体デザイン応用ⅢA

必修

選択
選択 年次 2年

コンピューターグラフィックスを利用したコンテンツ制作/スマートフォンアプリの企画制作

株式会社DoriRobo代表取締役。講師歴3年。

unityを利用したVRコンテンツの制作および、制作コンテンツの運営														

VRを利用したデジタルコンテンツを用いてのマーケティングを学ぶ														

出席点：30　個人点数：30点　チーム点数：40点　の合計100点で評価														

担当教員 永澤

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業概要説明

制作チーム分け

各チームの目標設定

市場調査

制作①

制作②

制作③

制作④

中間発表

制作⑤

制作⑥

制作⑦

制作⑧

講評①

講評②

準備学習／時間外学習 3DCGやUnityの基本知識が必要になります														

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 映像ⅡA

必修

選択
選択 年次 2年

東京フィルムセンター映画・俳優専門学校を卒業し主にオンライン広告で勤務。その他カメラマンとしてもファッションやアスリート映像などを中心

に撮影から編集までマルチに活動。														

映像制作の基本となるワークフローを理解し基本となるadobeの使い方や映像制作の様々なノウハウを提案します。日々進化する業界の中で今必要な

映像クリエーターの考え方、動き方。そしてあらゆる職業につけるように一貫して映像制作に取り組む内容になります。苦手意識を持たずに楽しく学

べる授業を目指しています。														

映像の基礎を理解し、より高度な編集を身に着ける。また新しい表現にトライできるようにPremiere以外のアプリケーションの理解を深める。年度末

にはオリジナルの映像作品に挑戦してほしい。														

出席評価50% ＋ 授業態度評価(聴く、書く、話す、制作する等の取り組み態度)10%＋ 技術評価(もしくは試験・レポート等評価)40% とする。

なお、本授業においての技術評価は、以下とする。◎授業を通して制作した作品の完成度　40％													

担当教員 中野

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

インタビュー撮影。専攻ごとにチーム制作。								
カメラ、マイク、照明の基礎を理解す

ることができる。					

インタビュー映像編集。素材の管理とインジェスト(プロキシ)の活用。								
撮影素材の活用例を学ぶことができ

る。					

インタビュー映像編集。LUTと音声の編集。								
Log撮影の理解と音声編集の基礎を学

ぶことができる。					

インタビュ映像編集。カラーグレーディング。								 カラコレの基礎を学ぶ事ができる。					

PV制作①制作会議。								 映像を言葉で説明できるようになる。					

PV制作②撮影。								
役割分担をし制作を進める事ができ

る。					

PV制作③編集。撮影。								
役割分担をし制作を進める事ができ

る。					

PV制作④編集。								
Premiere proの基礎を理解する事がで

きる。					

PV制作⑤応用。それぞれの作品をブラッシュアップしよう。								
AFTEREFFECTSの基礎を理解する事

ができる。					

CM制作⑤応用。それぞれの作品をブラッシュアップしよう。								
AFTEREFFECTSの基礎を理解する事

ができる。					

CM制作⑥応用。それぞれの作品をブラッシュアップしよう。								
AFTEREFFECTSの基礎を理解する事

ができる。					

AFTEREFFECTS基礎①同ポジ撮影。								 撮影手法の基礎を学ぶ事ができる。					

AFTEREFFECTS基礎②合成撮影。								
クロマキー撮影を理解する事ができ

る。					

AFTEREFFECTS基礎③合成撮影。								
クロマキー撮影を理解する事ができ

る。					

AFTEREFFECTS基礎④合成編集。エフェクトや素材の活用。								
より見やすく演出する事ができるよう

になる。					

準備学習／時間外学習
編集素材の撮影は授業外でしかできないケースもありますので、日頃から何でも撮影する癖をつけましょう。また映画やMVなど

もいつもと違った製作側の視点で見るように心がけましょう。														

教科書・参考書等 After Effects FIRST LEVEL:ゼロからはじめる映像制作基礎テクニック 														



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 平面デザイン応用A

必修

選択
選択 年次 2年

2020-現在に至るまでココナラというスキル販売サイトを起点にYouTubeや個人事業主の

OP映像制作、サービス紹介動画の制作。													

「AfterEffects（Ae）」「PremierePro（Pr)」これらソフトの基礎を組み合わせた実務的課題

（モーショングラフィックステンプレート導入・CC Particular・マットの使い方・キャラクター紹介映像・エフェクトの可能性）を中心に学習する。

「AfterEffects（Ae）」「PremierePro（Pr）」の応用的な扱い方を習得できるようになる。

実務的課題を通して様々なレパートリーの映像表現ができるようになる。

提出課題はYouTube風動画・ロゴアニメーション・コンポジット作業・最終課題の計4つとする。

授業内で習得したスキルを元に様々な映像制作にチャレンジしてみてください。				

担当

教員
鎌倉

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

（オリエンテーション）PremiereProとAfterEffectsについてのおさらい
PremiereProとAfterEffectsのおさら

い

（Pr・Ae）モーショングラフィックステンプレートについて
モーショングラフィックステンプレー

トを導入できるようになる

（Ae)パーティキュラ―を用いて背景を制作する
CC Particularを用いてかっこいい背景

を作れるようになる

（Ae)文字を反転表示させるアニメーションを制作する

アルファ（反転）マット、ルミナンス

キー（反転）マットを理解できるよう

になる

（Ae）インクトランジションを制作する

アルファ（反転）マット、ルミナンス

キー（反転）マットを駆使できるよう

になる

（Ae）キャラクターを紹介映像を制作する①
CC Particular、マットの使い方等Ae

全般についてさらに慣れる

（Ae）キャラクターを紹介映像を制作する②
CC Particular、マットの使い方等Ae

全般についてさらに慣れる

（Ae）かっこいいオープニングタイトルを制作する①
エフェクト効果の無限の可能性を理解

する

（Ae）かっこいいオープニングタイトルを制作する②
エフェクト効果の無限の可能性を理解

する

（演習課題）オープニングアニメーションを制作できるようになる① テーマ決め、構成決めを行う					

（演習課題）オープニングアニメーションを制作できるようになる② 素材収集を行う					

（演習課題）オープニングアニメーションを制作できるようになる③ BGMと音ハメする					

（演習課題）オープニングアニメーションを制作できるようになる④ 最終課題を仕上げる					

課題作品総評 作品を鑑賞し、総評を行う					

1-14回までの授業の振り返り 振り返り					

準備学習／時間外学習
提出課題はYouTube風動画・ロゴアニメーション・コンポジット作業・最終課題の計4つとする。

授業内で習得したスキルを元に様々な映像制作にチャレンジしてみてください。			

教科書・参考書等 AfterEffects標準エフェクト全解　VideoCopilotTutrial　授業内 配布資料 を使用。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 デッサン6《着彩２》(講評会) 完成を目指す					

準備学習／時間外学習 身の回りにあるものを短時間で、なるべく少ない線で「その物らしく」描く練習をする。(メモ帳でも構わない)														

教科書・参考書等 自分の好きな漫画、イラストなど。自分の絵の目標になるものを必ず決めてください。(初回に聞きます)														

デッサン5《着彩1》3原色のみを用いる 混色の基本を知る					

デッサン6《着彩２》 正しい下書きを目指す					

デッサン6《着彩２》 色を用いて立体的に表現する					

デッサン3《チャレンジデッサン》石膏像(首像) 立体的に描く					

デッサン3《チャレンジデッサン》(講評会) 完成を目指す					

デッサン4《イメージデッサン》(講評会)
想定の形状を設定し立体的に空間と共

に表現する					

デッサン2《静物デッサン》有色単純形態モチーフ しっかりと形や比率を合わせる					

デッサン2《静物デッサン》(講評会) 完成を目指す					

デッサン3《チャレンジデッサン》石膏像(首像) パースを人間の顔に当てはめて考える					

デッサン1《静物デッサン》単色単純形態モチーフ しっかりと形や比率を合わせる					

デッサン1《静物デッサン》(講評会) 完成を目指す					

デッサン2《静物デッサン》有色単純形態モチーフ しっかりと形や比率を合わせる					

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ガイダンス・道具の使い方・基礎課題

個々人の目標の設定・デッサンの基礎

的な考え方を把握する(立体把握課

題、デッサンの模写など)					

デッサン1《静物デッサン》単色単純形態モチーフ
初回構図に関してのワークショップを

行う

3社にてカバン・web・自転車のデザインやマーケティング等を行ってきた後、フリーランス デザイナーとしてグラフィックやイラストを中心に活動

中。TECH.cではロゴパッケージの授業も行っています。								

相手に正しく情報を伝えられる技術の取得、作品の客観視、この二つのポイントを私のデッサンクラスでは重要視していきます。「自分では正しいと

思っていても、相手には違って見える」では将来仕事にはなりません。どうしたら正しく伝えることができるか？というポイントをしっかり学んでいき

ましょう！

前期では鉛筆を使ったデッサン、後期からは鉛筆に加えて違う素材での表現にもチャレンジしていきます。

「相手に正しく物ごとを伝えること」ができるようになる。その結果、目の前の情報をしっかりと把握し、表現をし、1枚のデッサンをしっかりと完成

させることができるようになること。														

作品:60% 出席:40%（ただし作品のレベルではなく、取組の度合いで採点を行う）														

担当教員 名越

授業

形態
実技 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 デッサンⅡA

必修

選択
選択 年次 2年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 ホスピタリティビジネスⅡA

必修

選択
選択 年次 2年

日本のホテル・米国ホテル及びクルーズの経験があります。									

旅館とホテルを理解して観光国日本の特徴を学ぶ									

よいおもてなしを理解するために「みだしなみ」「言葉遣い」と共に「お客様の行動予測」を学ぶ									

期末試験（６０％）　授業内小テスト（２０％）出席および授業態度（２０％）									

担当

教員
高松

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業内容解説と評価基準
授業の目的・評価基準と接客サービス

の基本を学ぶ				

	日本の観光ビジネス概要・日本の魅力 日本の観光業を理解して、魅力を探る				

  訪日外国人旅行者
コロナ禍前と今後の動向を理解して旅

行者の安心と安全を考える				

増え続けるアジアからの旅行
アジア旅行客の求めている日本の魅力

を学ぶ				

 日本の宿泊施設 日本の宿泊施設の分類を理解する				

   旅館とホテル
宿泊施設の特徴を理解して、お客様の

ニーズを把握する				

   スタッフの接客
接客の基本を理解して、技術を習得す

る

 日本料理の文化
世界遺産に登録された日本料理の特徴

を理解する				

  組織とスタッフの業務
さまざまな仕事と組織を理解して、知

識を身につける				

 接遇マナーと言葉遣い
身だしなみ・あいさつ・態度の視覚化

重要度を理解する				

食事のサービス
異文化・宗教・アレルギーの食事対応

を身につける				

 おもてなしとホスピタリティ お客様の動向を予測する能力を極める				

 チームワークとコミュニケーション
各部署との報告・連絡・相談をスムー

ズにする方法を学ぶ				

  苦情（コンプレーン）対応
お客様が不快・不満に思う心理と解決

策を学ぶ　				

試験と解説 全体の総括と期末試験及び解答				

準備学習／時間外学習 授業内学習の効果を確認するために宿題を出すこともあります。									

教科書・参考書等 旅館ホテル・観光の教科書（キクロス出版）									



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 グローバルゼミⅡA

必修

選択
選択 年次 2年

広告デザイン制作会社にて営業兼ディレクター職に従事後、アメリカ ボストンに本社を置くクリエイターのマネージメント会社エイクエント インクの

エージェント職を経て、2013年に株式会社コリーガを設立し、クリエイティブ人材の育成、転職・起業のサポート、マネージメントを行う。														

企業分析、クラスメイトとのディスカッション、プレゼンテーション、を通して自身が卒業後に仕事がしたい会社やビジネスモデルを考える力を養う。														

①簡単な企業分析できるようになる。

②一つの議題についてグループでディスカッションできるようになる。

③複数の企業の共通点と相違点について分析しプレゼンできるようになる。

出席・授業内での質問など積極性（50%）・課題（30%）・試験（20％）														

担当

教員
藤貫

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ガイダンス・自己紹介 半年の授業の内容を理解する					

会社経営とは？ビジネスモデルとは何か？①
会社経営に大切なビジネスモデルの理

解。

会社経営とは？ビジネスモデルとは何か？②
会社経営に大切なビジネスモデルの理

解。

色々なビジネスモデル① 具体的なビジネスモデルを見てみる

色々なビジネスモデル② 具体的なビジネスモデルを見てみる

会社経営とは？ビジネスモデルとは？の振り返り 2回〜5回までの振り返り					

自分が好きな会社、ビジネスモデルを考える
自分が好きな会社、ビジネスモデルは

どんなものか考えてみる

【課題】自分が好きな会社、ビジネスモデルについての発表
自分が考えたことを日本語で発表する

課題

それぞれのビジネスモデルに対する具体的企業を見てみる① 具体的な企業を見てみる

それぞれのビジネスモデルに対する具体的企業を見てみる② 具体的な企業を見てみる

夏休みの課題について 夏休み期間の課題について理解する

【課題】夏休みの課題についての発表とディスカッション 課題の発表とディスカッションをする

会計の基礎知識 会計の基礎知識を学ぶ

会計から見る経営戦略について 会計から見える企業戦略基本					

【課題】前期の復習テスト 前期の振り返りとしてのテスト					

準備学習／時間外学習
卒業後に就職したい、または、起業したい業種を中心に企業のビジネスモデルについて理解し、説明できるようになるよう心がけ

る。

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 前期まとめの講評会

準備学習／時間外学習 実技課題を授業時間内で仕上げることは不可能のため　自宅での制作で補う

教科書・参考書等 水彩画法における基本画材を使用/画用紙・鉛筆・色鉛筆・水彩絵具など

『構成世界観／パースペクティブ』
夏休み【宿題】 「陸・海・空」提出

／確認

遠近法／「縦・横・高さ」3点透視図法 の理解と実践

遠近法／「縦・横・高さ」4点透視図法 の理解と実践

2．鉛筆描写→セピア画／迫カ・臨場感の演出

3．本格着彩開始／CMYKを意識して色味を変化・成熟させていく
夏休み【宿題】 「陸・海・空」説明

4．仕上げ／色鉛箪の効果•最後の一箪の大切さ

色の豊かさ・貧しさ・華とは何か

夏休み【宿題】「陸・海・空」ラフ画

チェックl

ここまでまとめの講評／夏休みの過ごし方について
夏休み【宿題】 「陸・海・空」ラフ

画チェック2

4．仕上げ／色鉛筆 の効果•最後の一筆の大切さ

次課題「戦車イラスト」の説明と準備

次週までにトレ ースを終えてくる

［宿廂】

『戦車イラスト』
＊授業時間内に仕上がらなかった作業

は【宿題】とする

＊観察カ・描写力の強化

l．資料写真トレース→鉛箪描写／作画過程を段階的に確認・実践

＊メタモルフォ ーゼ／意匠・下地・描写の意味と理解

数種類の「花」資料写真を使い 「架空の花」を描き上げる

＊授業時間内に仕上がらなかった作業

は【宿題】とする

l．イメージを絞り画像を創り上げる／曖昧に気分で描くことの排除

2．鉛筆描写＆セピア色で下地を作る／その意味について

＊授業時間内に仕上がらなかった作業

は【宿題】とする

3．本格着彩開始
＊授業時間内に仕上がらなかった作業

は【宿題】とする

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

年間授業概要の説明　イメージトレーニング/コンセプトを支えるイメージ力の啓発と実践
「タイム・トラベラー」説明／【宿

題】5月連休明けに提出

花のイメージイラスト タイム・トラベラー」【宿題】提出

18才プロデビュー漫画家/イラストレーターとして活動　代表作に「ルイーズ」（1995年）「アップルズ」（2019年）

アナログ・手描きの指導に徹します　基礎画力はアナログを経験しなければ身につきません

「受けて（User）」から「送り手（Creator）」への意識改革

出席率：50％　課題評価：50％　作品の質は勿論のこと創作に対する情熱や責任感を重視します

担当教員 ひろき

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 コンピュータスキルアップⅡA

必修

選択
選択 年次 2年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

科目名

必修

選択
選択 年次 2

ビジネスコミュニケーションⅡ 担当

教員
藤貫尚顕

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位IT・デザイン科

広告デザイン制作会社にて営業兼ディレクター職に従事後、アメリカ ボストンに本社を置くクリエイターのマネージメント会社エイクエント インクのエージェント職を経て、2013年に株式会社コリーガを設立し、クリエイティブ人材の育成、転職・起業のサポート、マネージメントを行う。また、カウンセリングサービスを展開し、クリエイターに転職時の自己分析、営業、プレゼンなどのコミュニケーション指導を行っている。

日常の対人コミュニケーションから就職活動、営業、プレゼンテーションなど、身近な様々な場面でのコミュニケーションについて学んでいく授業です。コミュニケーションにとって大事な自己の分析や心理学などの学術的な事例やカウンセリングのテクニックを学んでいきます。

自己の分析や心理学などの学術的な事例やカウンセリングのテクニックを学び、コミュニケーションへの苦手意識が無くなり、むしろ、得意な方かもlしれな

いと思えるようになる。

出席・授業内での発表など積極性（50%）・試験（50％）	

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標授業形態

講師の紹介・前期授業についての説明 前期授業の流れを理解する。

自己分析1：自己分析・作文の作成
自身にスポット当てた作文を書き、自身

への理解を深める。

自己分析2：自己分析の重要性と自身が望むコミュニケーションについて
自身がどんなコミュニケーションを取り

たいのか自身を理解する

心理学1：モチベーションの心理学理論
自身の気持ち知るための心理学について

知る

心理学2：対人コミュニケーションのにおける心理学理論①
職場などの場面を対象にした心理学理論

について知る

心理学3：対人コミュニケーションのにおける心理学理論②
職場などの場面を対象にした心理学理論

について知る

聞く1：コミュニケーションにおける「聞く」の大切さと「傾聴」テクニックについ

て

カウンセリングテクニック「傾聴」につ

いて知る

聞く2：職場などの日常の話しの「聞き方」について
日常の具体例を通して「聞き方」の姿勢

を学ぶ

聞く3：カウンセリングや取材などの特殊な場面の「聞き方」について
少し緊張を感じる場面の「聞き方」の姿

勢について学ぶ

話す１：「聞く」の重要性を知った上で「話し方」について学ぶ
「聞く」の重要性を知った上で「話し

方」について知る

話す２：職場などの日常の「話し方」について
日常の具体例を通して「話し方」の姿勢

を学ぶ							

話す３：上司やリーダーといった特殊なポジションの話し方について
司やリーダーといった特殊なポジション

の話し方について知る

準備学習／時間外学習 日常の家族や友人などの他者とのコミュニケーションの中で、相手の立場に立って考える訓練をしてみる。

教科書・参考書等 映画やドラマ、小説などを通して、他者の感情表現について学ぶ。

前期の復習や補足 前期授業の復習や補足を行う

テスト1：知識問題

テスト2：思考問題



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 キャリアデザインA

必修

選択
選択 年次 2年

キャリアセンター20年

業界研究、早期インターンシップ参加及び内々定に向けての就職活動サポート

希望企業へのエントリー完了

履歴書・ポートフォリオ第一弾の完成

担当教員 吉井

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ジョブカード作成支援① ジョブカードの部分作成

ジョブカード作成支援② ジョブカードの部分作成

企業研究のやり方 志望動機の書き方

ES対策① エントリーシートの完成

ES対策② エントリーシートの完成

ジョブカード作成支援③ ジョブカードの部分作成

ジョブカード作成支援④ ジョブカードの完成

ポートフォリオの作り方① ポートフォリオ完成

ポートフォリオの作り方② ポートフォリオ完成

履歴書作成実践① 履歴書完成

履歴書作成実践② 履歴書完成

グループディスカッション対策① GDの重要性の理解

グループディスカッション対策② GDでどの立場でも話せる

面接対策① 基本面接対策

面接対策② インターンシップ面接

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 ポートフォリオの作り方など、参考にするように。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 2単位

科目名 ポートフォリオⅠA

必修

選択
選択 年次 2年

マンガ家　デザイナー　デジタルノイズ取締役

CLIP STUDIOPAINT　キャラクターと簡単な背景を描く練習、作画と仕上げの練習

Photoshop　アニメでみられるような簡単なエフェクト画像などを作る

CLIP STUDIO PAINTの基本操作法を覚え、基本の作画と仕上げの作業ができるようになる。

Photoshopで何ができるのかを知り、簡単な操作ができるようになる。

出席　40％　　課題完成度　40%　　　実力　20%

出席しただけで、講義に参加しない、実作業をしない場合は、欠席とみなします

担当教員 小高

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

CLIPSTUDIO　PAINT　キャラクターを描く

ペン、消しゴムなどのツールを知り、絵が描けるようになる

アニメーション制作においてデジタル

作画がどれくらい導入されているかを

調べる

CLIPSTUDIO　PAINT　キャラクターを描く

ペン、消しゴムなどのツールを知り、絵が描けるようになる
キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　スキャンした線画をキレイにして仕上げができるようになる キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　スキャンした線画をキレイにして上げができるようになる キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　仕上げ指定表を作れるようになる キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　仕上げの作業に慣れる キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　キャラクターを描く

見本を参考にして描く
キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　仕上げ

前回描いたキャラクターの色指定表を作る
キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　キャラクターを描く

写真を参考にして描く
キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　仕上げ

前回描いたキャラクターの色指定表を作る
キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　簡単な背景を描いてみる

森林を描く
キャラクターを描く練習

CLIPSTUDIO　PAINT　簡単な背景を描いてみる

空を描く
キャラクターを描く練習

Photoshop　　CSPと似たところ、違うところを知る

エフェクトを作る
キャラクターを描く練習

Photoshop　　CSPと似たところ、違うところを知る

エフェクトを作る
キャラクターを描く練習

前期の復習　関せしていない課題を完成させる キャラクターを描く練習

準備学習／時間外学習
アニメの仕事も、デジタル化が進んでいます。

アニメを観るときは、どこにデジタルの技術が使われてるか、どうしたらその“絵”ができるのか、を考えながら観ましょう。

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_2年 3単位

科目名 ゲーム制作実習ⅠA

必修

選択
選択 年次 2年

新潟高度情報専門学校卒。現在はネクセンツ株式会社にて、プログラマー及び講師等の業務を行っている。

ゲーム制作において必要となる、C言語・C++並びに、プログラマーとしての考え方の習得が目的。

学生には、ゲームがどのように作られ動いているのかを理解し、自分がゲームを制作するにあたり、何が必要なのかを判断する力を身に着けてほし

い。

そのため、ただプログラムを教えるのではなく、制作を前提とした、考え方等を交えた授業を行う。

C言語及びC++を習得する。実装する項目に対して、仕様を考える力を身に着ける。

VisualStudio等の操作方法の習得する。プログラムの考え方を習得する。

１）定期テスト40%　２）出席数40%　３）演習20%

定期テスト（筆記40%　実技60%）

担当教員 瀬下

授業

形態
実習 単位

90時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

C言語導入、演算、変数

C言語導入、演算、変数
Visual Studioの操作と、プログラミン

グの導入を理解する。

条件分岐、繰り返し処理
プログラミングの要となる、条件分岐

と繰り返し処理を習得する。

配列 配列の理解、配列の操作を習得する。

関数
関数を使用し、プログラムの分割を習

得する。

試験
今までの講義内容の習得率を確認す

る。（自己評価含む）

乱数、数学関数 乱数と数学関数を習得する。

構造体とクラス 前半 構造体とクラスを理解する。

構造体とクラス 後半 構造体とクラスの操作を習得する。

クラスを使用した演習1 クラスの理解度を確認する。

クラスを使用した演習2 クラスの理解度を確認する。

クラスを使用した演習3 クラスの理解度を確認する。

夏休み前の復習 自身の習得率を確認する。

課題（シンプルなゲーム）作成1
ゲーム作りに必要な、機能と要素に関

して理解する。

課題（シンプルなゲーム）作成2
ゲーム作りに必要な、機能と要素に関

して理解する。

準備学習／時間外学習 PCを必要としない、参考書による知識的な部分の復習が中心。

教科書・参考書等 やさしいC、Cの絵本、新・明解C++で学ぶオブジェクト指向プログラミング



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

ITデザイン科昼二_2年 2単位

担当教員 アカツナ

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2年
科目名 ゲームシナリオⅡA

必修

選択
選択 年次

某アーケードゲーム全国大会優勝、大手ゲームメーカー公式プレイヤー

地上波TV番組・WebCM・Web番組出演、ゲーム開発・運営プロデューサー

大手ゲーム攻略メディアWEBライター、イベント会社経営

現場資料をベースに学習し、実体験を通して理解する

ゲーム業界にある様々な職種を理解し、現場経験を通して必要なスキルを学ぶ

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

出席(30%)、提出物(50%)、授業態度(20%)

番組制作について 番組制作について学ぶ

番組企画書作成2 番組の企画書を完成する

番組企画書作成1 番組の概要書を作成する

プロモーション案作成 番組の企画書を完成する

プレゼンテーション 上長へのプレゼンテーション

番組企画書修正 上長の要望を反映、再提出

番組制作準備1 番組の関連資料を作成

番組制作準備2 番組の関連素材を制作

番組制作準備3 番組のプロモーションを実施

番組制作準備4 上長プレゼンテーション

リハーサル 第一回、第二回分のリハーサル

第一回学生企画番組配信 第一回放送本番

準備学習／時間外学習 他学年イベントや、他施設での体験学習を行う場合があります

教科書・参考書等 企画・資料作成に関する書籍

振り返りと反省 第一回放送の振り返り、反省と修正

第二回学生番組配信 第二回放送本番

振り返りと反省 第二回放送の振り返り、反省と修正



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 実況者、配信者、ストリーマーを見ておく

教科書・参考書等

動画編集リテイク リテイクの編集方法を身に着ける

OBSについて
配信でリアルタイムにテロップ等

の使い方を理解する

配信者/実況者について

2年次の予告

収益、AfterEffects(Ae)について

把握する

Prで動画を作る Prを使えるようにする

Prで動画を作る Prを使えるようにする

発表
自分以外の動画を見て、養う力を

身に着ける

発表
自分以外のデザインを見て、養う

力を身に着ける

動画編集について、BGM、SE
動画編集の中で使用する素材を調

達方法を知る

Premiere(Pr)の使い方 Prを使えるようにする

サムネ、タイトル、テロップについて、Illustrator(Ai)、Photoshop(Ps)の使い方 Ai、Psを使えるようにする

Ai、Psでサムネ、タイトル、テロップを作る Ai、Psを使えるようにする

Ai、Psでサムネ、タイトル、テロップを作る Ai、Psを使えるようにする

授 業 内 容 学習到達度目標

オリエンテーション・ストリーマーの仕組み 配信/動画の構築を理解する

配信者を見て分析をする

配信/動画の構築を理解する配信のやりかた、一人で配信/実況をする際に必要なもの

動画を見てそれぞれに個性が出て

いることを感じ取り、自分の中に

落とし込む

社内ミーティング配信および収録、セミナー番組配信および制作、大学オープンキャンパス配信、YouTube配信テロップ等制作、個人YouTubeチャンネ

ルデザイン、大学ゼミ優秀賞

ストリーマーについて理解をし、配信の方法を理解する。

実際に手を動かしIllustrator(Ai)、Photoshop(Ps)、Premiere(Pr)で素材を作る。

配信/動画編集を通して、自分のAi、Ps、Prのスキルを向上させる。

配信の仕組みと配信者を理解する。

出席(20%)、提出物(60%)、授業中の態度(20%)

授業計画・授業内容

担当教員 及川

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位

科目名 総合実習ⅠA

必修

選択
選択 年次 2年

ITデザイン科昼二_2年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 1単位

科目名 就職対策・業界研究

必修

選択
選択 年次 3年

キャリアセンター20年

CGクラス特化での業界研究、早期インターンシップ参加及び内々定に向けての就職活動サポート

希望企業へのエントリー完了

履歴書・ポートフォリオ第一弾の完成

担当教員 吉井

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ジョブカード作成支援① ジョブカードの部分作成

ジョブカード作成支援② ジョブカードの部分作成

企業研究のやり方 志望動機の書き方

ES対策① エントリーシートの完成

ES対策② エントリーシートの完成

ジョブカード作成支援③ ジョブカードの部分作成

ジョブカード作成支援④ ジョブカードの完成

ポートフォリオの作り方① ポートフォリオ完成

ポートフォリオの作り方② ポートフォリオ完成

履歴書作成実践① 履歴書完成

履歴書作成実践② 履歴書完成

グループディスカッション対策① GDの重要性の理解

グループディスカッション対策② GDでどの立場でも話せる

面接対策① 基本面接対策

面接対策② インターンシップ面接

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 ポートフォリオの作り方など、参考にするように。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 企画ⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

現役ゲームクリエイターとして、さまざまなゲームを開発。本校で９年間講師を続ける。

プランナーとして必要な発想力を鍛える。

基本的なプランナーとしての技術を、講義、制作、講評を通じて学ぶ。

企画書の書き方、設定書の書き方を指導。ボードゲーム制作により、チーム制作やゲーム開発の基礎を学ぶ。

プランナーとしての基礎知識を身につける。発想力や思考方法を鍛える。

①まともに伝わる日本語を身につける。②作品を見やすく美しく仕上げる。③人前で的確に意図が伝わるように、発表ができる。

１）作品提出80％２）出席20％３）授業態度は上記評価に対して、追加で加味する。

担当教員 鈴木

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

クリエイティブとは何か？ キャラクター設定作成
クリエイティヴの意識を持つ客体化を

意識する

好きなゲームを研究、発表
ゲームの面白さとは何かを考える人前

でしっかり伝えられるようになる。

ゲームシステム講座
ゲームシステムを研究し、ゲームの面

白さを分析できるようになる

ゲーム企画講座、既存ゲームの企画書作成 基本的な企画書の書き方を知る

既存ゲームの企画プレゼンテーション
企画書が書けるようになる企画書のプ

レゼンができるようになる

モンスター講座、モンスター制作
モンスターの歴史を知る自由な発想力

を鍛える

モンスター提出、講評
モンスターの歴史を知る自由な発想力

を鍛える

ゲーム理論講座 深淵を見つめる

市販ボードゲームをプレイ
ゲーム理論により、単純化の技法を身

につける

ボードゲーム制作１回目
シンプル化されたシステムとゲームの

面白さの関連を読み取る

ボードゲーム制作２回目 チーム制作とゲームの作り方を学ぶ

ボードゲーム制作３回目 チーム制作とゲームの作り方を学ぶ

ボードゲームプレイ会
システムとプレイバランスの関係を理

解する

オリジナル・ゲーム企画書作成 自由な発想を伸ばす

オリジナル・ゲーム企画プレゼンテーション
プレゼンテーションをしっかりできる

ようになる

準備学習／時間外学習 何にでも興味を持って、調べたり遊んだりする

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

東京造形大学卒。アニメ会社、ゲーム会社を経てフリーランスの映像・ゲームデザイナー、ディレクター、プロデューサー

担当教員 井上

授業

形態
講義・演習 単位

3年

ITデザイン科昼二_3年

授 業 内 容 学習到達度目標

オリエンテーション／After Effectsの基本
アニメーションにおける撮影の職

域を把握する

アニメーション業界における「撮影」工程を学習し、各自および共同制作において標準的なコンポジット作業が主体的にできることを目指します。

また高度に分業化されたアニメーション工程において、各素材が集まる撮影を学ぶことで工程全体の流れを俯瞰し把握することができるようになりま

す。

・標準的なコンポジット作業ができるようになる。

・演出と撮影処理を結びつけて考えられるようになる。

課題評価点数　※授業態度が不真面目な場合および準備学習、時間外学習が著しく不足している場合には減点対象

※ 達成レベルの目安：提出物を総合的に判断し講評にて本人に口頭で通知

授業計画・授業内容

60時間

2単位

科目名 アニメ実践A

必修

選択
選択 年次

After Effects_キーフレーム、コマ打ち
基本的なコンポジット作業ができ

る

After Effects_親子関係、PAN
コンポジット内で基本的なカメラ

ワークをつけることができる

After Effects_トラックマット、トラックアップ

コンポジット内で基本的なカメラ

ワークをつけることができる。ト

ラックマット処理ができる

演習課題_基本の撮影

Premiereを使用したビデオコンテの制作

After Effectsでの基本的なコンポ

ジット作業ができる。Premiere

でのビデオコンテの制作ができる

After Effects_プリコンポーズ、モーションブラー ネスト化ができる

After Effects_描画モード、透過光 エフェクトを加えることができる

3Dレイヤーを使用できる

調整レイヤーを使用できる

マスクを使用することができる

After Effects_3Dレイヤー、調整レイヤー、マスク

文字レイヤーを使用できる

ムービー書き出しができる

Retas Studio TraceMan TraceManを使用できる

Retas Studio PaintMan PaintManを使用できる

After Effects_クレジット、ムービー書き出し

After Effects、PaintMan、CLIP STUDIOの連携
それぞれのソフトの役割と連携の

仕方を理解する

準備学習／時間外学習 前授業の復習および提示課題制作

教科書・参考書等 『AfterEffects for アニメーション BEGINNER』、プリントおよびデータにて配布

課題企画
これまでの内容を踏まえて実践す

る

課題制作
これまでの内容を踏まえて実践す

る

課題提出・講評
これまでの内容を踏まえて実践す

る



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

単位
60時間

2単位

科目名 イラスト実践A

必修

選択
選択 年次 3年

ITデザイン科昼二_3年

ゲーム会社でイラストレーターとして勤務後フリーランスとして活動。現在は制作会社にも在籍している。

ポートフォリオに載せられるイラスト制作を行います。必要に応じてPhotoshopの使い方も指導します。

また、個人のレベルに合わせた効率的なイラスト練習方法を提案していきます。

・ポートフォリオ用の作品を制作する。

・イラストのクオリティ向上。

課題提出率40%、出席率・授業態度30%、提出期限を守る責任感に重きをおいて評価

授業計画・授業内容

担当教員 鈴木

授業

形態
講義・演習

授 業 内 容 学習到達度目標

・授業概要の説明

・Photoshopの機能説明

・オリジナルキャラの３面図制作（テーマ共有、デザイン決め）

オリジナルキャラの３面図制作（デザイン決め、ラフ）

オリジナルキャラの３面図制作（ラフ）

オリジナルキャラの立ち絵制作（作業目安:ラフ）

オリジナルキャラの立ち絵制作（作業目安:線画）

オリジナルキャラの立ち絵制作（作業目安:線画）

オリジナルキャラの立ち絵制作（作業目安:着彩）

オリジナルキャラの立ち絵制作（作業目安:着彩）

・前回制作物の添削

・前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:構図ラフ）

前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:ラフ）

前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:色ラフ）

前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:線画）

前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:線画、着彩）

前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:着彩）

・前回制作したキャラの一枚絵の制作（作業目安:着彩）

・前期振り返り

準備学習／時間外学習 毎日人体デッサンを描く、授業時間内に終わらなかった作業は自宅対応

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_３年 2単位

科目名 ポートフォリオⅡA

必修

選択
選択 年次 ３年

マンガ家　デザイナー　デジタルノイズ取締役

ポートフォリオのレイアウトを工夫するためのアプリケーションの使い方を学ぶ

見栄えのよいレイアウトとは、を学ぶ　　　ポートフォリオ用の作品制作をする

ポートフォリオ制作のスケジュール管理やデータ管理ができるようになる。

ポートフォリオのクオリティをあげて就職活動につなげる

授業に取り組む姿勢30%　作品クオリティ30%　ポートフォリオの作品数40%

希望する職種に合った作品作りになっているか、も評価に含まれます

担当教員 小高

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ひな型とは、ひな型をデザインする

Illustretor/Photoshop
自己PR/ひな型を完成させる

これまでの作品を整理し、スケジュールを立てる

完成作〇点、未完成〇点、いついつまでに何を完成させるか、など

ポートフォリオ10ページ分の作品を完

成させるスケジュールを立てる

自己PRページをデザインする

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

Illustretor　名刺を作る　縦横2パターン
ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

レイアウトの参考例1　飾りの作り方

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

レイアウトの参考例2　飾りの作り方

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

作品を作る1　カレンダーを作る　（4か月分）

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

作品を作る2　カレンダーに季節を現すイラストをつける

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

作品を作る3　カレンダーにに季節を現すイラストをつける

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

作品制作4　和柄模様を作成してイラストに貼り込む
ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

作品制作5　和柄模様を作成してイラストに貼り込む
ポートフォリオに使うアイコンや飾り

を作成する

金の卵展に向けて、印刷、ファイリングする

ポートフォリオ進捗確認　個別添削

展示にむけてポートフォリオを印刷で

きるように整理する

作品制作6　和柄模様を作成してイラストに貼り込む
展示にむけてポートフォリオを印刷で

きるように整理する

未完成の作品を仕上げてポートフォリオに並べる

個別添削

展示にむけてポートフォリオを印刷で

きるように整理する

未完成の作品を仕上げてポートフォリオに並べる

個別添削

展示にむけてポートフォリオを印刷で

きるように整理する

準備学習／時間外学習 スケジュールの作成と自己管理ができるようになる

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

ITデザイン科昼二_3年 2単位

コンシューマゲーム開発、ソーシャルゲーム運営、自動運転プログラム作成などの実務を行っていました。

科目名 ゲーム技術ⅢA

必修

選択
選択 年次

担当教員 石原

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

3年

入力待ちと文字変数 scanf関数を用いて入力待ちができる
文字を変数で扱える

1からC言語の基礎を学んでいきます。

C言語の基本的な機能、構文を理解し、初歩的なC言語プログラムを記述できるようになること

1)出席30%、課題20%、期末試験50%

授業で学習した範囲の機能を盛り込んだプログラムを組んでいきます。

変数と四則演算、ビットについて 変数と四則演算が扱える
ビットについて最低限の知識がある

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

環境作りとHello World C言語プログラムがコンパイル、実行できる

if文 if文を理解する

switch文 switch文を理解する

for文 for文を理解する

while、do-while文 while、do-while文を理解する
ループ処理を行うことができる

関数の基礎 関数の基礎を理解する

配列、二次元配列、多重ループ 配列、二次元配列を理解する
多重ループを理解する

構造体の基礎 構造体の基礎を理解する

ファイル操作 ファイル操作を理解する

プリプロセッサ プリプロセッサを理解する

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 参考書：Cの絵本

ポインタの基礎、メモリ空間とは メモリ空間を理解する
ポインタを扱える

試験

振り返り、答え合わせ



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 ゲーム制作実践A

必修

選択
選択 年次 3年

イラストレーター兼デザイナー。 

基礎知識の講義と、それを元に描く実技から、背景制作の基本を学ぶ。              

パース、構図、色彩など背景制作の基本を知り、キャラクターの背景を描けるようになる。

出席(20%)、授業態度(30%)、提出物(40%) 、プレゼンテーション(10%)

担当教員 原田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業オリエンテーション、自己紹介、色々な背景を知る 本授業の意義目的を理解する

透視図法（一点透視、二点透視、三点透視） 透視図法を理解する

透視図法（基本的な図形で一点透視の絵を描く） 一点透視図法を実践できる

透視図法（一点透視で部屋を描く） 一点透視図法を実践できる

透視図法（基本的な図形で二点透視の絵を描く） 二点透視図法を実践できる

透視図法（二点透視で建物の外観を描く） 二点透視図法を実践できる

透視図法（三点透視の絵を描く） 三点透視図法を実践できる

画面から透視図法を見つける、オブジェクトを追加する 透視図法を活用できる

透視図法の背景にキャラクターを配置する 透視図法を活用できる

構図（広角、標準、望遠、黄金比、白銀比） 構図の基本を理解する

空気遠近法 空気遠近法を理解し、実践できる

自然物を描く（空、岩、木など）
デジタルを活用した描画を理解し、実

践できる

ゲームの背景を描く（半模写） 復習をかねた実習

ゲームの背景を描く（半模写） 復習をかねた実習

ゲームの背景を描く（半模写）〜講評会、前期のまとめ 復習をかねた実習

準備学習／時間外学習 欠席した場合、授業時間内で理解が不十分、課題制作が間に合わないなどの場合は自習で補う。

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 ゲーム制作実践ⅡA

必修

選択
選択 年次 3年

アンリアルエンジンを得意とするゲーム演出家。カットシーン(リアルタイムムービー)の作成が主。

アンリアルエンジンの基本的な使い方を学びます。

講義を受けた全員がアンリアルエンジンを使えるようになる。

ただし、前期においてはまずアンリアルエンジンに慣れることが目標です。

課題提出物(20%)、期末課題提出(80%)　練度はもちろんですが独創性を評価します。

担当教員 林

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

Chapter1 Chapter2 UnrealEngine4の基本的な使い方
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter3　ブループリントを覚えよう①
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter3　ブループリントを覚えよう②
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter4　キャラクターの状態切り替えとアニメーション①
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter4　キャラクターの状態切り替えとアニメーション②
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter5　ゲームにルールを実装してみよう①
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter5　ゲームにルールを実装してみよう②
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter6　AI(人工知能)機能を使ってみよう①
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter6　AI(人工知能)機能を使ってみよう②
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

Chapter6　AI(人工知能)機能を使ってみよう➂
教科書のチャプターで体得を目指しま

す

前期課題　発表/制作
理解できたかの課題と

自分の力量を把握します

前期課題　制作
理解できたかの課題と

自分の力量を把握します

前期課題　制作
理解できたかの課題と

自分の力量を把握します

前期課題　制作　提出
理解できたかの課題と

自分の力量を把握します

前期課題　総評
理解できたかの課題と

自分の力量を把握します

準備学習／時間外学習
UE4はあくまでもツールの一つにすぎません。UE4の性能を活かすのは多様な知識。気になったことはなんでも取り入れましょ

う。

教科書・参考書等 作れる!学べる!UnrealEngine4 ゲーム開発入門



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 プログラミング実践A

必修

選択
選択 年次 3年

ゲーム開発でどのジャンルでも基礎となる知識、経験を処理単位まで分解する。

OpenSiv3Dを使い実際にコードを書きながら最終的に組み合わせてアクションゲームが作れるようになる。

学生が2Dアクションゲームが作れるようになる

担当教員 チョウ

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

ゲームプログラムの仕組を理解し、授業で行う演習用環境構築、データの管理方法を学び

ます。シンプルなプログラムを作成し、　画面にテキストと事前に用意した画像が表示で

きるようになります

ソースコードを書く、ファイルを保存

する、実行結果を見る、トライアンド

エラーを体験する

キャラクターを表示と簡易なアニメーションさせる方法を理解する。線、　三角、四角、

円形の描画から色塗り潰し、輪郭の描画を　　　初め、画像の拡大、縮小と回転処理を学

び簡易なアニメーションをプログラムを作成して演習する

学生が描画処理の作法を学び、自分の

動く小さいなプログラム集にストック

する

キャラクターのアニメーションとキー入力で動かす方法を理解するプログラムを作成し事

前に用意した連番画像からアニメーションさせる領域のみ切り取って描画する方法を学

び、キーボードの方向キーで左右上下移動する方法を学ぶ。

学生が入力判定、アニメーション処理

の　　作法を学び、自分の動く小さな

プログラム集にストックする

キャラクター移動の基礎を応用し、速度、加速

学生が移動処理の作法を学び、自分の

動く小さなプログラム集にストックす

る

簡易な当たり判定処理を学ぶ、四角、円形

学生が当たり判定処理の作法を学び、

自分の動く小さなプログラム集にス

トックする

エアーホッケゲームを作る①　ゲームのベースを作る

ストックしたプログラム集を組み合わ

せて学生が初めてのゲーム完成を目指

す

エアーホッケゲームを作る②　ゲームのシステムを完成する

ストックしたプログラム集を組み合わ

せて学生が初めてのゲーム完成を目指

す

エアーホッケゲームを作る③　ゲームデザインを行ないゲームを完成させる

ストックしたプログラム集を組み合わ

せて学生が初めてのゲーム完成を目指

す

キャラクターのジャンプ処理基礎（固定長と可変長）

ストックしたプログラム集を組み合わ

せて学生が初めてのゲーム完成を目指

す

キャラクターのジャンプ処理応用（２段ジャンプ、壁ジャンプ）

ストックしたプログラム集を組み合わ

せて学生が初めてのゲーム完成を目指

す

キャラクターの落下処理と床アタック

学生が物理計算処理の作法を学び、自

分の動く小さなプログラム集にストッ

クする

敵キャラクターの動きを作る

学生が簡易なAI処理の作法を学び、自

分の動く小さなプログラム集にストッ

クする

音の鳴らす、bgmを鳴らす、エフェクトを描画する

学生が簡易なにぎやかしの作法を学

び、自分の動く小さなプログラム集に

ストックする

期末試験 授業の予習・復習

成績発表と振り返り 授業の予習・復習

準備学習／時間外学習 実際にゲームやっても、Youtubeなど動画配信サービスを見るのも構いませんが、たくさんアクションゲームを遊ぶこと

教科書・参考書等 参考書：アクションゲームアルゴリズムマニアックス



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 Web実践A

必修

選択
選択 年次 3年

あらゆる媒体で広告デザインやブランド戦略を展開してきたクリエイターでありマーケター。様ざまな企業やクリエイターたちと協業し、

Webメディアやアプリケーションデザイン分野で業界を跨いだインキュベーション活動を行っている。リリクアクリエイティブCOO

Webサイト、アプリ、サービス、ゲーム、他Webコンテンツのすべてに於いて、Webマーケティングの成否が事業の成否に関わります。

ビジネスを成功させるためのWebマーケティング。前期はその基礎編となります。

マーケティングの基本概念。Webマーケティングの変遷から現在等、様々な角度からマーケティングを科学的に分解、理解し、これから先の新しい

マーケティング手法を自ら作り上げていくのが最終目標

出席率、授業態度、習得状況、理解度＝60％、提出物＝40％

担当教員 木村

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

マーケティング概論①市場
市場概念、マーケティングの概要を知

る

マーケティング概論②マーケティング科学論1 マーケティングを科学的にとらえる①

マーケティング概論③マーケティング科学論2 マーケティングを科学的にとらえる②

マーケティング概論④ユーザー概論1 顧客とは？ペルソナ定義

マーケティング概論④ユーザー概論2 顧客行動を心理学的に解明する1

マーケティング概論④ユーザー概論3 顧客行動を心理学的に解明する2

マーケティング概論⑤ユーザー概論4 顧客行動を心理学的に解明する3

マーケティング概論⑥ユーザー概論5 顧客行動を脳科学的に解明する1

マーケティング概論⑦ユーザー概論6 顧客行動を脳科学的に解明する2

マーケティング概論⑧ユーザー概論7 顧客行動を脳科学的に解明する3

顧客体験をデザインする① 実習1テーマを考える

顧客体験をデザインする② 実習2設計1

顧客体験をデザインする③ 実習3設計2

顧客体験をデザインする④ 実習4まとめ

顧客体験をデザインする⑤ 実習5まとめ

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 授業で使うテキストは講師が都度用意します



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 立体デザイン実践A

必修

選択
選択 年次 ３年

イラストレーター兼デザイナー

実際の制作を交えながら、Photoshop、Illustratorの基本操作をマスターする。

前期後期を通して、PhotoshopとIllustratorの基本操作をマスターする。

出席(20%)、授業態度(30%)、提出物(40%) 、プレゼンテーション(10%)

担当教員 原田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業オリエンテーション、自己紹介、デジタル画像について

PS／概要、基本操作、選択範囲、色調補正

PS／レイヤー、解像度、カンバスサイズ、画像加工、フィルター、スマートオブジェク

ト、ラスタライズ

PS／テキストの基本、レイヤースタイル、レイヤーマスク、クリッピングマスク

PS／バナー制作課題

PS／バナー制作課題（制作〜講評会）

PS／Web用画像

AI／概要、基本操作、塗りと線、図形ツール

AI／変形、グループ化、パスファインダ、重なり順、複製、整列・分布、クリッピングマ

スク

AI／パス、アンカーポイント、ダイレクト選択ツール、ペンツール

AI／ロゴマークのトレース（ペンツールなどの練習）

AI／ロゴマーク制作課題

AI／ロゴマーク制作課題（制作〜講評会）

AI／印刷用データ、トリムマーク、ガイド、文字、アウトライン化、アピアランス、フチ

文字

AI／名刺制作課題

準備学習／時間外学習
欠席した場合、授業時間内で理解が不十分、課題制作が間に合わないなどの場合は自習で補う。各回ごとに30分以上の復習を各自

行う。

教科書・参考書等 Illustrator&Photoshop 操作とデザインの教科書



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_３年 2単位

科目名 立体デザイン実践ⅡA

必修

選択
選択 年次 ３年

業界歴２３年目、講師歴７年目　CGWORLDなどで執筆・講演も行う３Dモデラー

前期ではMayaの基本操作、Photoshopの２つをまずは使えるようになる事と、

この２つを使ってUnityで描画するまでのワークフロー最低限行える技術を習得。

Mayaの基本操作の習得を目標とし、基礎の大切さを学ぶ事でゲームプロジェクトや現場に対応できる力を身に付ける事を目指す。

１）課題提出５０％　２）出席率５０％　具体的な達成の目安：仕様に基づいたモデルを作成し、Unity上で描画すること。

担当教員 重田

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

簡単な講師紹介 / 3DCGについて / Mayaの基本操作解説

モデリング ① / ポリゴンについて

モデリング ② / 前回の復習 / シーン構造と質感

モデリング ③ / UVについて / テクスチャの基本 Photoshop基礎その１

モデリング ④ / UVの復習 / テクスチャ作成 I / 課題制作 A
授業内課題提出

Photoshop基礎その２

モデリング ⑤ / 講評会 / テクスチャ作成 II / αチャンネルについて

Unity ① / Unityについて / Unityへ出力とUnityPackageについて

Unity ② / 発光、αチャンネルについて / ポストエフェクトについて /　仕上げと画像出力

について

Unity ③/ 課題制作 B -I 授業内課題提出

Unity ④ / 課題制作 B -II 中間チェックとヒアリング

Unity ⑤ / 課題制作 B -III / 講評会
・講評会と質疑応答(振り返り)。

・夏季休暇中の課題発表。

モーション ① / キーフレームについて / 課題講評会 授業開始前に課題提出

モーション ② / Mayaで動かせるものについて / カメラのモーションについて　/ 課題制

作 C - I
授業内課題提出

モーション ③ / 課題制作 C - II

モーション ④ / 課題制作 C - III / 講評会 / 後期について

準備学習／時間外学習 手を動かしましょう

教科書・参考書等
Autodesk Maya トレーニングブック 第4版(Maya2018対応)、特に筆記用具と外付けHDD/USBメモリーだけは必ず持参して下さ

い。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_３年 2単位

科目名 映像ⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

アンリアルエンジンを得意とするゲーム演出家。カットシーン(ゲームリアルタイムムービー)の作成が主。

「シーケンサー」というUE4の編集ツールを主に使用して演出を学び

ゲームムービーやCG映画製作者としての基礎を身に着けます。

・講義を受けた全員がシーケンサー(アンリアルエンジン)の基本的な使い方を体得する。

・ジャンルを問わず映像的な演出とは何かを理解する。

担当教員 林

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

UnrealEngine4の基礎 ツールの概要を掴む

UnrealEngine4の基礎／シーケンサー基礎 ツールの機能を知る

演出概論/編集 映像作品の基礎知識を覚える

演出概論/編集 映像作品の基礎知識を覚える

実習と講義/絵コンテ 映像作品の設計図を作る

シーケンサー実習/自由 ツールの体得

シーケンサー実習/課題 ツールの体得

シーケンサー実習 ツールの体得

シーケンサー実習/課題 ツールの体得

シーケンサー実習 ツールの体得

前期課題発表／予備 夏休み前のおさらい

前期課題　実機制作 テーマに沿って作品を一本仕上げる

前期課題　実機制作 テーマに沿って作品を一本仕上げる

前期課題　実機制作 テーマに沿って作品を一本仕上げる

前期課題提出　総評 テーマに沿って作品を一本仕上げる

準備学習／時間外学習
古典といわれる作品の「映画鑑賞」と「読書」です。感想は求めませんが

私自身がプロになって本当に役立った(今現在も役立っている)ので、励行します。

教科書・参考書等 UnrealEngine4 リアルタイムビジュアライゼーション (秀和システム)



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 平面デザイン制作A

必修

選択
選択 年次 3年

プロモーションを主体としたデザイン事務所やWebコンサルティング

会社でディレクターと制作の両ポジションを担当し、2012年に独立。

読みやすく、見やすく、見栄えよくの3つの項目に分け、現場に近い

コミュニケーションをはかりながら構成（ルール）を習得する。

構成（ルール）を習得することにより、デザイン（UI）の理解高め、外部視点（UX）を考察しながら

「伝わるデザイン」を作る。また、Photoshop のWebに特化した基礎から実用までの使い方を習得する。

授業の取り組み（25%）　課題作品（25%）　筆記テスト（25%）　コミュニケーション（25%）

担当教員 湯浅

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介、ツールの使い方、演習 授業の予習・復習

書体と文字の法則、演習 作品制作

書体と文字の法則、演習 作品制作

文章と箇条書きの法則、演習 作品制作

文章と箇条書きの法則、演習 作品制作

講評、復習（実践） 作品制作

「レイアウト」の実践、発表、講評 授業の予習・復習

「写真」の実践、発表、講評 授業の予習・復習

「色」の実践、発表、講評 授業の予習・復習

「図・色彩」の実践、発表、講評 授業の予習・復習

「ルール」の実践 授業の予習・復習

課題制作 作品制作

課題制作 作品制作

課題提出、筆記試験 作品制作

講評、追試、まとめ 授業の予習・復習

準備学習／時間外学習 主体性をもち、相手の考えを尊重して議論する

教科書・参考書等 伝わるデザイン、なるほどデザイン



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 デッサンⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

多摩美術大学グラフィックデザイン科卒業。(株)セガエンタープライゼス、(株)コーエーテクモゲームスでゲームグラフィックを担当。

以後フリーのデザイナーとして、ゲームグラフィック及びグラフィックデザインを制作。

プロポーション、立体感、距離感を養い、キャラクター及び背景に役立つデッサンをデザイナーに伝授。

客観的思考を持ち多角的なアプローチを可能にするプログラマー、プランナーの養成。

デッサンを通して客観的観察力及び思考を身に付ける。

最終デッサン30％、毎週の成果20％、夏休みの課題20％、出席30％

担当教員 高尾

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

まずはデッサンの目的と意義を説明、そしてデッサンの進め方を説明。紙粘土を

使った立方体制作で立体を認識（脳内のイメージをどれだけ再現できるかを試す）

デッサンの意味を知り、どう役立てる

か！

フィギュアデッサン1
自己の実力を知る、プロポーションの

大切さを知る

フィギュアデッサン1
自己の実力を知る、プロポーションの

大切さを知る

幾何形体デッサン立方体、直方体 構図、プロポーション

幾何形体デッサン円柱、円錐 構図、プロポーション

キャラクター模写1 プロポーション、バランス

幾何形体デッサン2個
構図、プロポーション、立体感、距離

感

幾何形体デッサン2個
構図、プロポーション、立体感、距離

感

キャラクター模写2 プロポーション、バランス

幾何形体デッサン3個
構図、プロポーション、立体感、距離

感

石膏像デッサン
顔のパーツの位置、人の顔に見える

か？

石膏像デッサン
顔のパーツの位置、人の顔に見える

か？

キャラクター模写3 プロポーション

フィギュアデッサン2
前期デッサンの集大成

どれだけ進歩したか

フィギュアデッサン2
前期デッサンの集大成

どれだけ進歩したか

準備学習／時間外学習
年間を通してキャラクターローテーションの制作（前面、前斜め45度、側面、後ろ斜め45度、背面）。

夏休み課題は、自画像のデッサン。

教科書・参考書等 特になし。必要と思われる物は自分で探す。



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

準備学習／時間外学習

教科書・参考書等 トレス台、鉛筆、色鉛筆、動画タップ

卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

卒業展アニメを制作する。 作画班は作画

卒業展アニメを制作する。 作画班はレイアウトに入る原図

卒業展アニメを制作する。 原図チェック→背景班に渡す

卒業展アニメを制作する。 原画／ＢＧＭ仕様

卒業展アニメを制作する。 絵コンテ制作

卒業展アニメを制作する。 絵コンテチェックと絵コンテ撮影

卒業展アニメを制作する。
声優科にオーディション素材を渡

す

授 業 内 容 学習到達度目標

卒業展アニメを制作する。

卒業展のあらすじを考えるゲーム

科にシナリオを書いてもらう。コ

ンペ

卒業展アニメを制作する。
    ゲーム科おシナリオをコンペ

で選ぶ

ゲーム会社経営 アニメーション制作

容アニメーションの基礎を学びアニメーションを一から制作しながらアニメ制作の流れや自分にあった制作現場の職種を見つける

アニメーション制作をしてアニメーション制作の基礎をを学ぶ。アニメーター班は前期で基礎のを学ぶ。監督演出班はアニメーションを面白くするため

の創意工夫を学ぶ。撮影班は新入生のための編集ノウハウを残す。着色班も新入生のためにノウハウを残す。総合的には１本の作品を完成させて達成感

を得る。

共同作業が出来ているか。各職種に対する勉強をこなしているか等

授業計画・授業内容

年次

担当教員 江崎

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位

3年

ITデザイン科昼二_3年

科目名 マネジメントA

必修

選択
選択



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 3単位

科目名 ゲーム制作実習ⅡA

必修

選択
選択 年次 3年

イラストレーター。著作にまんがでわかる新渡戸稲造「武士道」、敏感すぎて、「毎日がしんどい」を解決する５つのメンタル術

授業ごとに描く素材を決め、描ける風景を増やしていきます。

参考画像を正確に模写できるようになる。

課題提出数（30％）　授業態度（30％）　課題クオリティー（40％）※ただし出席率が66％（9日以下）の場合は評価の対象外

担当教員 鈴木

授業

形態
講義・演習 単位

90時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

挨拶と授業内容の説明。色彩論理、光の当たり方、など基本の確認。実際に立方体を描き

陰影をつける。
陰影のつけ方の基本を覚える

前回の授業、陰影のつけ方の確認をし、それを応用し、樹木（広葉樹）を描く。
樹木（広葉樹）の描き方のコツを覚え

る

前回の授業、樹木（広葉樹）の描き方を確認し実際に描いてみる。形の違う樹木を３つ描

き重ねて林を作る。

空（雲）と水面の描き方のコツを覚え

る

前回授業の確認。前回描いた林のバックに空、手前に池を作り映り込みを描く
空（雲）と水面の描き方のコツを覚え

る

前回授業の確認。林の奥に建物（ビル）を描く 自然物の描き方の基本を覚える

前回授業（木、ビル）の描き方の確認。空に雲（入道雲）を描く。 パーツ（透視図法）を確認

前回授業の確認。天候（晴、雨、曇り）での空の描きわけと、風景の陰影のつき方を学

ぶ。

時間帯、天候による陰影の変化を理解

する

前回授業の確認。描いたビルに季節は夏と想定し日差しなどの効果を加える。季節（春夏

秋冬）の描き方を学ぶ。
四季の描き分けのコツを覚える

前回授業の確認。グリザイユ画法を学び、実際に塗ってみる。 リザイユ画法を覚える

前回授業の確認。これまでの授業で覚えた事を使い、各自、「夏」をテーマに残暑見舞い

用のイラストを描く。
課題の制作

前回授業の確認。引き続き各自、「夏」をテーマにした残暑見舞い用のイラストを描く。 課題の制作

前回授業の確認。各自、「夏」をテーマにした残暑見舞い用のイラストを仕上げる。
テーマ「残暑見舞い」のイラストを提

出

前回授業の確認。各自、「夏」をテーマにした残暑見舞い用のイラストを仕上げる。 課題の制作

前期授業の確認。（色彩倫理、ライティング、花などの自然物） 課題の制作

前期授業の確認。（パース、質感、時間帯別描き分け） 課題の制作

準備学習／時間外学習 授業時間内に作画が終わらなかった場合は、次回授業までに完成させてくる事。

教科書・参考書等 「キャラの背景」描き方教室など



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1
講義・演

習

2
講義・演

習

3
講義・演

習

4
講義・演

習

5
講義・演

習

6
講義・演

習

7
講義・演

習

8
講義・演

習

9
講義・演

習

10
講義・演

習

11
講義・演

習

12
講義・演

習

13
講義・演

習

14
講義・演

習

15
講義・演

習
発表会総評、前期授業のまとめと振り返り 前期に学んだことを振り返る

グループ制作、ライティング チーム制作の体験

準備学習／時間外学習 授業内で制作しきれなかったものについては、次の授業までに制作を行っておくこと。また、随時簡単な課題を出します。

教科書・参考書等
授業内でテキストとしては使用しませんが、加藤昌治著「考具」とジュリア・キャメロン著「ずっとやりたかったことを、やりなさい。」は
ライター人生の役に立ちますので、機会があればぜひ読んでおいて頂ければと思います。

グループ制作、クリンナップと発表会の準備 チーム制作の体験

発表会 プレゼン体験

グループ制作、準備、案出しミーティング チーム制作の体験

グループ制作、設計 チーム制作の体験

グループ制作、プロット チーム制作の体験

「惹き」について、プロットから箱書きへ
続きを読みたくなる展開について学
ぶ。プロットを詳細にし、本稿に展開
する準備を行う。

ライティング作業、発表会準備 本稿の制作、プレゼンの準備を行う

発表会
自身のアイディア、作品の魅力をプレ
ゼンする

簡易ネタ帳の制作、物語の基本構造とログライン
自分の好みを把握する
物語の構造を学び、ログラインを作っ
てみる

タップ数で展開するショートストーリーの制作
ストーリーを終わらせることを体験す
る

プロットの組み立て方、ログラインを制作しプロットにする
プロットの基本的な立て方を学び、実
践する

授 業 内 容 学習到達度目標

授業内容のオリエンテーション、キャラクターメイキング基礎
本授業の目的を理解する
魅力的なキャラクターの造りを学ぶ

表記の基本、フレーバーテキストの制作
基本的な表記方法を学ぶ
キャラクターにセリフを当てる技術を
培う

IT・デザイン科昼二_2年

異業種兼業ライター。
ソーシャルゲームシナリオ、ドラマCD、声優イベント用朗読劇、マンガ原案、イラスト指示書の制作等。シナリオコンテスト入賞歴あり。

シナリオ制作の根幹となる「物語とは何か」を学び、そこからプロットの基礎を構築していきます。
キャラクターの制作からフレーバーテキスト、イベントシナリオなど、入社して早い段階で求められるライティングスキルを実践で育みます。
また、社内の案出しミーティングで必要となる瞬発的なアイディア力や、発想力を鍛えるトレーニングを随時行い、手を動かし続けられるライターを目指します。

「物語」の基本について理解し、キャラクターの制作、ショートストーリーのプロットから箱書き、本稿執筆を行えるようになること。
案出しミーティングやプレゼンなど、人前で意見を言ったり発表ができるようになること、詰まったときに上長や先輩、同期に相談できるメンタリティを持つこと。

１．出席率（30％）　２．課題成果（50％）　３．授業態度（20％）

授業計画・授業内容

担当
教員

中
橋授業

形態
講義・演習 単位

60時間
2単位

科目名

必修
選択

選択 年次 ３年
ゲームシナリオⅢA



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

科目名
人体骨格・彫塑応用A

必修

選択
選択 年次 1年

担当

教員
石井

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

2単位IT・デザイン科

東京芸術大学美術学部彫刻科卒、同大学美術研究科修了。卒業後ディズニーランドなどの立体造形の仕事に携わる。

その後、西洋美術の知見を広げるため渡独、ベルリンで２年間暮らす。現在は講師兼アンティーク店経営。

人体骨格では基礎的な美術解剖学の知識を実際の人物や骨格、筋肉の資料を見て描きながら学んでいく。人物クロッキーの基本的な描き方から始め、その後人体の

部分を取り上げながら骨格や筋肉などの働きを詳しく解説していきます。

彫塑では、まずは粘土に慣れることから始め、徐々に複雑な形に挑戦していきます。構造から考え、立体物を精密に作ることを学んでいきます。

クロッキーを通して日頃から描く習慣を身につけ、人体について構造的に理解しバランスの取れた人物が描けるようになる。

骨格や筋肉、人体の動き方を知ることで、構造的、立体的な視点を持ち、動きのあるポーズが描けるようになる。

彫塑では、実際に手を動かして立体を作ることで、リアルな表現の可能性を追求し、想像力を伸ばしていく。

作品提出90%,出席10%

授業計画・授業内容

授 業 内 容

人体骨格（美術解剖学）について。＜クロッキーを描いてみよう＞

彫塑　「りんご」クロッキーから始める

人体骨格　＜クロッキーの描き方＞

彫塑　「りんご」

学習到達度目標

人体骨格を学ぶ意味を理解する。クロッキー

の基本的な描き方を学ぶ。粘土になれ、道具

が正しく使えるようになる。

クロッキーを通してバランスの取れた人体を

描くことができる。りんごの特徴を捉えるこ

とができる

人体骨格　＜クロッキー大会＞　

彫塑　「りんご」講評　記録をとる

人体骨格　手のクロッキーをたくさん描く

彫塑　「手」ポーズを考える

人体骨格　手の骨格を筋肉の模写

彫塑　「手」

クロッキーを通してバランスの取れた人体を

描くことができる。講評を通して自分の作品

や他の人の作品の良い点に気づくことができ

手の骨格と筋肉を学び、作ることができる

手の骨格と筋肉を学び、作ることができる

人体骨格　手の骨格を筋肉の模写

彫塑　「手」

人体骨格　彫塑　「手」の講評　記録をとる

人体骨格　全身の骨格と筋肉の模写　　人物クロッキー

手の骨格と筋肉を学び、作ることができる

自分の作品、他の人の作品をよく観察し、良

い点、悪い点に気づくことができる

バランスの取れた人体を素早く描けるように

なる

彫塑「うさぎ」　　クロッキーから始めて、ポーズを考える　芯棒を作る

人体骨格　人物クロッキー　

彫塑「うさぎ」

人体骨格　人物クロッキー　

彫塑「うさぎ」

画像や動画などを見て、生き生きとした様子

を捉えることができる

バランスの取れた人体を素早く描けるように

なる。粘土を大きく動かしながら形を作るこ

とができる

バランスの取れた人体を素早く描けるように

なる。粘土を大きく動かしながら形を作るこ

とができる

　

彫塑「うさぎ」　講評

準備学習／時間外学習 クロッキー等

教科書・参考書等 モルフォ人体デッサン、スケッチで学ぶ美術解剖学

人体骨格　動きのあるポーズを描く

彫塑　「風景」or 「日用品のある情景」を作る

人体骨格　動きのあるポーズを描く

彫塑　「風景」or 「日用品のある情景」を作る

前期のまとめ

自分の作品、他の人の作品をよく観察し、良

い点、悪い点に気づくことができる

骨格を考えながら動きのあるポーズを描ける

ようになる。構図を考えながら作る

骨格を考えながら動きのあるポーズを描ける

ようになる。構図を考えながら作る

前期で学んだことを振り返り、ポートフォリ

オに載せられるページを作る



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 総合実習ⅡA

必修

選択
選択 年次 3年

　動画、動画検査8年。TECH.C.にて2017年度より作画・動画の授業を担当

　・アニメーション製作における動画作業についての学習

　・動画作業時のルールや決まりごとについての講義

　・動画作業の実践

　・アニメーション製作における動画の役割について理解する

　・基本的な動画作業ができるようになる

・出席率　30％　・提出物　40％　・授業態度　30％

担当教員 風間

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

授業オリエンテーション　・　クリンナップ 授業の内容や意味などを理解する

クリンナップについての講義と演習 クリンナップができる

クリンナップについての講義と演習 クリンナップができる

クロッキーについての講義と演習 クロッキーの練習方法を理解する

クロッキーについての講義と演習 クロッキーの練習方法を理解する

模写についての講義と演習 模写の意味と練習方法の理解をする

模写についての講義と演習 模写の意味と練習方法の理解をする

中割りについての講義と演習 中割りの重要性についての理解をする

中割りについての講義と演習 中割りの重要性についての理解をする

目パチ口パクについての講義と演習 目パチ口パクの動画ができる

目パチ口パクについての講義と演習 目パチ口パクの動画ができる

夏休み前の復習と夏休み課題について 夏休み課題の練習方法を理解をする

タップ割りについての講義と演習 タップ割ができる

タップ割りについての講義と演習 タップ割ができる

前期の総復習 前期の課題の復習

準備学習／時間外学習 クロッキー・課題素材のクリンナップ・ポートフォリオの作成

教科書・参考書等 ・アニメーションの本　動く絵を描く基礎知識と作画の実際　・やさしい人物画



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

60時間

2単位

科目名 ホスピタリティビジネスⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

ITデザイン科昼二_3年

ホテル勤務14年、ブライダル業界勤務など。専門分野は「ホスピタリティ」「接客」。多くの企業で新人研修なども行っている。

日本の観光、日本の旅館・ホテルの知識を学ぶことによって、観光、旅館・ホテルのことだけでなく、

「日本の特徴」「日本の文化」も同時に学んでいく。

おもてなしの心について学び、ホスピタリティについてグループワークで考え発表する。

ホテル用語など、実際の現場で使う知識も覚えていく。

後期に行う旅館・ホテル観光ビジネス検定試験に向けて、毎週の小テスト70％、期末試験80％がとれるレベルまで、知識を身に着ける。

ホスピタリティについて、自分で考え日本語で発表できるようにする。

出席(15%)、発表(15％)、小テスト(20%)、試験(50%)

授業計画・授業内容

担当教員 大和田

授業

形態
講義・演習 単位

授 業 内 容 学習到達度目標

日本の観光ビジネスの概要1　訪日外国人旅行者の推移

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P8～17

訪日外国人旅行者の数字を理解し

小テスト70％とれるようにする

日本の観光ビジネスの概要2　日本人旅行者と外国人旅行者　集客方法

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P18～26

ピクトグラムやSNSを理解し

小テスト70％とれるようにする

日本の宿泊施設の分類1　旅館とホテルの特徴

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P28～47

日本での旅館とホテルのルールを知

り

小テスト70％とれるようにする

日本の宿泊施設の分類2　利用客のニーズ　法律と定員　プロトコール

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P48～55

法律やプロトコールを正確に知り

小テスト70％とれるようにする

日本の宿泊施設の分類3　無形文化遺産「和食」

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P56～68

「和食」の特徴を学び

小テスト70％とれるようにする

日本の宿泊施設の分類4　訪日外国人旅行者への配慮

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P69～80

宗教や菜食主義を理解し

小テスト70％とれるようにする

組織とスタッフの業務1　旅館・ホテルの組織　旅館の仕事

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P82～93

女将の役割や旅館の仕事を覚え

小テスト70％とれるようにする

組織とスタッフの業務2　ホテルの仕事

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P94～102

ホテルの仕事の種類を覚え

小テスト70％とれるようにする

組織とスタッフの業務3　接遇マナー　言葉づかい

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P103～111

ホテル業務に必要なマナーを覚え

小テスト70％とれるようにする

組織とスタッフの業務4　言葉づかいの基本マナー　TPO　予約の受け方

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P112～118
ホテル業務に必要な言葉を覚え

小テスト70％とれるようにする

組織とスタッフの業務5　アレルギー対応　身体が不自由な方　ホスピタリティ

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P119～125

アレルギーや個別の対応を学び

小テスト70％とれるようにする

1～11回までの授業のふりかえり　模擬テスト

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P8～125

模擬テストで80％得点できるように

する

試験対策　総復習

参考：旅館ホテル・観光の教科書　P8～125

翌週の期末試験で80％とれるように

する

期末試験

期末試験　解答　ふりかえり・総評
期末試験と同じ問題で100％とれる

ようにする

準備学習／時間外学習

教科書・参考書等 旅館ホテル・観光の教科書　(持っていなくてもできるよう毎週プリント配ります)



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 グローバルゼミⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

2011年からボランティアガイドとして、2017年からは通訳案内士（国家資格）として、訪日外国人に東京および近郊を

主にガイドしています。また、児童英語講師として、10年ほど小中学生を対象にフォニックスや英会話/英文法を民間学校で教えております。

東京で人気の観光地に行く際、、その場所がなぜ観光地になったのか、その歴史や背景を知ると、雰囲気を楽しむ以上に、その場所が魅力的になりま

す。期ごとに2～3カ所の観光地を訪れる予定ですが、その前にその場所に関する背景を学習しましょう。二コマ連続授業　前半のコマでは学生のレ

ポート発表中心、後半次回の課題について講師が説明　及びレポートワーク、発表内容の確認をします。

自国から来た友達に日本の観光名所や、その背景が日本語で紹介できるようになる。

出席率（50％）　レポート提出発表＜内容が適切であるか、聞きやすさの工夫がされているか＞（30％）　授業態度（20％）　で評価

担当教員 田代

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

自己紹介と東京で出身国の体験ができる場所を発表

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

東京の観光地

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

東京で見られる年間行事

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

天皇と将軍

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

実施研修　（明治神宮）

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

実地研修のレポート発表/侍（と忍者）

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

皇居（江戸城）　（オンラインツアー）

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

ポップカルチャー/　聖地巡礼

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

東京の食文化

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

実地研修　（浅草）

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

実施研修のレポート発表

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

日本文化に関わる映画

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

日本文化に関わる映画

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

お寺と神社の違い

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

前期授業の振り返り

次回の講義までに授業内容を自分なり

にパワーポイント形式でまとめること

ができる。

準備学習／時間外学習
発表担当者は担当項目についてよく調べ、授業開始までに発表資料を用意すること。それ以外の受講生は毎回の授業ごとに外国人

旅行者の視点から質問を準備して授業中に発言を行うこと。授業終了後には、授業中に配布する資料をもとに復習をすること。

教科書・参考書等 「東京を一分間英語で案内できる本」（KADOKAWA/中経出版） 「英語でボランティアガイド」（アルク）



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 コンピュータスキルアップⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

18歳でプロデビュー。漫画家/ イラストレーターとして活動。代表作に「ルイーズ」(1995)「アップルズ」(2019)

デジタルの利点を生かしたイラスト制作の可能性を幅広く追及する授業

既存の美術業界はもちろんのこと、そこから広がる可能性、新しい業種も視野に入れて創作する。

送り手(クリエイター)としての高い意識を持ち、その成果をポートフォリオに反映する。

出席率 50％ ■評価点（課題評価） 50% 作品の質は勿論のこと創作に対する情熱や責任感を重視

担当教員 ひろき

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

年間授業概要の説明

l ．イ ー ジトレ ーニング「俯諏都市」 2 ．ペントレーニング【カケアミ】

毎日最低15分ペンの練習を続けること

【宿題】次課題資料の風景写真を5枚

以上探してくる

l ．イメージトレーニング「煽り都市」

2 ．ペントレーニング【カケアミ・グラデーション

持ち寄った風景写真を選別→色調補正

次回までに漫画原稿用紙にト レ ース

してくる【宿題】

『自選資料の風景ペン画』

トレース画像を確認→ベタ人れ開始

次回までにベタ人れを終えてくる【宿

題】

ベタ入れ確認→ペン入れ開始／個々にペン入れ指導と注意 線の強弱で【手前ー向こうー

奥】距離感を描き分ける

＊授業時間内に仕上がらなかった作業

は【宿題】とする

『自選資料の風景ペン画』終了と総括／講評 作品制作

『デジタル ・ コラージュ制作』

「描く」のではなく写真をランダムに組み合わせることでのイメ ージ作り

次回までにコ ラ ージュ画像素材を

5~6個作って くる こと【宿題】

『コンセプトア ートイラスト制作①』

作った数個 のコラージュ素材を使い世界観画像をでっち上げる

＊授業時間内に仕上がらなかった作業

は【宿題】とする

『コンセプトア ートイラスト制作①』

作った数個 のコラージュ素材を使い世界観画像をでっち上げる
作品制作

『コンセプトア ートイラスト制作①』

作った数個 のコラージュ素材を使い世界観画像をでっち上げる
作品制作

『コンセプトア ートイラスト制作①』

作った数個 のコラージュ素材を使い世界観画像をでっち上げる
作品制作

『コンセプトア ートイラスト制作①』

作った数個 のコラージュ素材を使い世界観画像をでっち上げる
作品制作

コンセプトアートイラスト制作②』

①と同じ世界観／別角度で画像を創る

＊授業時間内に仕上がらなかった 作

業は【宿題】とする

コンセプトアートイラスト制作②』

①と同じ世界観／別角度で画像を創る
作品制作

コンセプトアートイラスト制作②』

①と同じ世界観／別角度で画像を創る
作品制作

前期総括の「講評会」 併せて後期の準備 講評

準備学習／時間外学習 実技課題を授業時間内で仕上げることは不可能の為自宅での制作【宿題】で補う

教科書・参考書等



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

IT・デザイン科昼二_3年 2単位

科目名 ビジネスコミュニケーションⅢA

必修

選択
選択 年次 3年

中学校教諭免許・ＭＯＳ2016エキスパート・ＶＢＡエキスパート・秘書検定準１級

自ら考え判断して的確な電話応対ができるように目指します。前期は講義、後期は実技を中心に進みます。

マニュアルやテキストに基づく理解度だけでなく、状況に合わせて判断対応できる力をつけています。

実務技能検定協会「秘書検定2級パーフェクトマスター」

日本経済新聞出版社「もしもし検定電話応対技能検定日本語の知識」

担当教員 山本

授業

形態
講義・演習 単位

60時間

授業計画・授業内容

授 業 内 容 学習到達度目標

昨年までの復習（３級範囲）

職務知識（１） 職場の敬語と基本のマナー

職務知識（２） 職場の敬語と基本のマナー

一般知識（１） 企業の基礎知識

一般知識（２） 企業の基礎知識

一般知識（３） 小テスト（職務・一般知識）

マナー・接遇（１） 職場の敬語とマナー

マナー・接遇（２） お客様を自社に迎える

マナー・接遇（３） 取引先を訪問する

技能（１） 電話応対の基本

技能（２） 電話応対

技能（３） 文書の取り扱い他

前期試験対策（１） 授業の予習・復習

前期試験対策（２） 授業の予習・復習

前期試験 授業の予習・復習

準備学習／時間外学習 秘書検定試験は年３回実施されます。授業で習ったことはその日におさらいして身に着けるようにしましょう。

教科書・参考書等
実務技能検定協会「秘書検定2級パーフェクトマスター」

日本経済新聞出版社「もしもし検定電話応対技能検定日本語の知識」



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習
Unit_4～6の復習／前期の振り返り
期末試験

教科書・参考書等

オンデマンド授業は必ず対面授業の前に受講してください。
学習目標を到達するためには、オンデマンド授業、対面授業両方を受講することが必須となります。
オンデマンド授業は予習として語彙や文法の、スピーキングやライティングにおける表現方法について学習します。

EVOLVE 1

※試験範囲：Unit_4～6

【Unit 6：道順】
道順について尋ねる、また教えることがで
きる。
場所についての特徴について読み、書くこ
とができる。

秋山
授業
形態

【4.4】商品のレビューを読む、書く。
【4.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
　　　「好きな音楽について」

10 講義・演習

【6.4】場所についての特徴について読む、書く。
【6.5】前期発表

【3.1】所有形容詞（'s & s')を学ぶ家について話す。
【3.2】[it is]の使い方を学ぶ家具について話す。
【3.3】飲み物・スナックをお勧めする/もらう表現を学ぶ分からない単語について質問する。

【2.4】友達の画像にスレッドを入れたり、書かれている情報を読みとる。前置詞を学ぶ。
【2.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
　　　「友達や家族についての情報を比較する」

【6.1】[There (is, are), (a lot, some no)]の使い方を学ぶ町にある場所について話す。
【6.2】「可算名詞・不可算名詞」を学ぶ近所にある自然について話す。
【6.3】道順について尋ねる、また教える際に使う表現を学ぶ情報を確認する。

準備学習／時間外学習

年次 1年

【3.4】ホームシェアについてのメールを読む、書く。
【3.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
　　　「新居の家具を選ぶ」

【Unit 3：住居】
家や家具について話すことができる。
ホームシェアについてのメールを読む、書
くことができる。

【4.1】「現在形」陳述文を学ぶ (I, you, we)好きな事について話す。
【4.2】「現在形」疑問文を学ぶ (I, you, we)技術の使い方を説明する。
【4.3】連絡を取り合う方法について話す相手の話を聞いていることを示す。

※試験範囲：Unit_1～3

幼稚園生から大学院生まで教えています。学習塾を中心に家庭教師，個別指導などさまざまなスタイルで英語・国語を中心にさまざまな教科を指導！
観光プロモーションのお手伝いもしており，国内外で地域とそこに関わりたい人たちをつなげています。

対面授業では、オンデマンド授業で学んだことを会話やライティングを通して実践する。
毎週、週のテーマに応じたシチュエーション別ロールプレイならびにプレゼンテーションを実施する。
授業内でビデオ視聴やリスニング理解度チェック、ライティング練習、多読、ペア・グループワークでのスピーキング練習を実施する。グループでのアクティビティや
プレゼンテーションを実施する。

グローバルコミュニケーションⅠA

よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、用いることもできる。
自分や他人を紹介することができ、個人的情報について、質問をしたり、答えたりできる。会話相手がゆっくり、はっきりと話して、サポートをしてくれるなら簡単な
やり取りをすることができる。

【1.3】/i/ と /I/の発音を学ぶ。ホテルチェックインに使う表現を学ぶ
【1.4】個人的な経歴等のプロフィールを読む・書く大文字、ピリオドの使い方を学ぶ。

【Unit 5：生活習慣】
日常のアクティビティについてのレポート
を読む、また書くことができる。

Unit_1～3の復習
中間試験

【5.1】「現在形」陳述文（肯定形、否定形）を学ぶ。アクティビティについて話す。
【5.2】「現在形」疑問文（yes/no / WH-question)を学ぶ時間・ルーティンについて話す。
【5.3】頻度副詞を使い質問に短く答える賛成を表す表現を学ぶ。共通点を表す表現を学ぶ。
夏休み前の復習
【5.4】日常のアクティビティについてのレポートを読む、書く。
【5.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
　　　「異なる週の活動について比較する」

【2.2】 [Is / Are]の否定形を学ぶ友達や家族について話す。
【2.3】年齢、誕生日に関する表現を学ぶ言い直すに関する言葉を学ぶ。

学習到達度目標

科目名

【Unit 5：生活習慣】
平日、週末のアクティビティについて話す
ことができる。

【Unit 4：好み】
好きな事について話すことができる。
商品のレビューを読み、書くことができ
る。

担当
教員

【Unit 2：家族】
友達や家族について表現することができ
る。友達や家族の画像にスレッドを入れた
り、書かれている情報を読みとることがで
きる。

【Unit 1：個人的な情報】
個人的な情報について尋ねる、
また述べることができる。
個人的な経歴等のプロフィールを読む、ま
た書くことができる。

【1.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション
　　　「パーティで新しい人に出会う」
【2.1】「はい」「いいえ」で答える質問における [Is / Are]の使い方を学ぶ。

必修
選択

選択

講義・演習

授業計画・授業内容

3 講義・演習

単位
30時間
1単位

授業内プレゼンテーション 40％、定期試験 30％、出席率 10％、授業態度 20％

【1.1】Be 動詞(am, are)の肯定形、否定形を学ぶ。出身地をたずねる表現を学ぶ。
【1.2】個人的な情報をたずねる・説明する表現を学ぶ。
　　　  Be 動詞を学ぶ、復習する。疑問代名詞[What]の使い方を学ぶ.

IT・デザイン科昼二＿1年

授 業 内 容



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 授業前か授業後の一週間以内に、オンデマンドの講義も受講してください。

教科書・参考書等 ●ケンブリッジ大学出版局　EVOLVE　2

【6.3】店内で欲しいものについて述べる物事の言い方を英語で聞く

【6.4】新しい商品の説明を読む、Vlog（ビデオブログ）のためのスクリプトを書く。

新しい商品の説明を読む、またVlog

（ビデオブログ）のためのスクリプト

を書くことができる。

【6.5】前期発表
学んだ内容から、プレゼン内容を組み

立てる。

Unit_4～6の復習／前期の振り返り 内容を復習し、定着させる。

【5.1】人生の中での過去のイベントについて話す。自分の意見を述べる。伝わる。

【5.2】「過去形」（陳述文の否定形；疑問文）を復習する。

【5.3】お祝いの言葉を学ぶ。人の気持ちを推察する表現を学ぶ。

自分の認識が正しいかどうかを確認する。

人生の中での過去のイベントについて

話すことができる。

【5.4】新しい場所での経験についての投稿を読む、また賛成・反対の反応を書く。

【5.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション

「過去の有名な出来事をまとめる」

新しい場所での経験についての投稿を

読む、また賛成・反対の反応を書くこ

とができる。

夏休み前の復習

【6.1】[be going to]を復習する。買い物に行くことについて会話する。

【6.2】「限定詞」を学ぶ。買い物習慣について話す。

店内で欲しいものについて述べること

ができる。

Unit_1～3の復習 内容を復習し、定着させる。

【4.1】将来のことを説明する際に使う「現在進行形」を学ぶ将来のプランについて話す。

【4.2】「目的語」の使い方を学ぶ贈り物について話す。

【4.3】招待する、招待に応える表現を学ぶ招待を断る理由を説明する。

招待する、またそれに応えることがで

きる。

【4.4】イベントへの招待を読む、書く。

【4.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション

「プレゼントを選ぶについて」

イベントへの招待を読む、また書くこ

とができる。

【2.4】ポッドキャストについての意見を読む、書く。

【2.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション

「仕事や勉強のためのアプリについて発表する」

ポッドキャストについての意見を読

む、また書くことができる。

【3.1】「現在進行形」を学ぶ・復習する今していることについて話す。

【3.2】「現在進行形」「単純現在形」を練習するスポーツ、運動について話す。

【3.3】情報を得るため、必要な表現を学ぶ知らない情報をチェックする。

今していることについて話すことがで

きる。

【3.4】サービス業界の会社へのメッセージを読む、書く。

【3.5】スピーキング：ロールプレイ・プレゼンテーション

「フィットネスプログラムを作る、発表する」

サービス業界の会社へのメッセージを

読む、また書くことができる。

【1.1】所有形容詞を学ぶ。知人・家族について話す。

【1.2】所有代名詞(whose)を学ぶ

知人・家族について話すことができ

る。

【2.1】習慣・ルーティンについて質問する [Wh-question]を練習する。

【2.2】名詞の代わりの[this, that, these, those]の使い方を学ぶ職場について話す。

【2.3】繰り返しを求める表現を学ぶ。意思疎通に問題があったことを説明する。

毎日していることについて話すことが

できる。

【1.3】話の切り出し方を学ぶ 会話を始める表現を学ぶ。

驚きの気持ちを表す表現及び関心を示す表現を学ぶ

【1.4】自己紹介をする。職場でのフォーマルなメールを読む、書く。

【1.5】スピーキング評価：ロールプレイ・プレゼンテーション

「人と共通していることについて話す」

職場でのフォーマルなメールを読む、

また書くことができる。

予備校、専門学校、塾等で幅広いレベルのクラスを担当してきました。教員免許あり。

ユニット毎のトピックに応じたシチュエーション別ロールプレイならびにプレゼンテーションを実施する。

授業内でビデオ視聴やリスニング理解度チェック、ライティング練習、多読、ペア・グループワークでのスピーキング練習を実施する。

グループでのアクティビティやプレゼンテーションを実施する。

リスニング、リーディング、スピーキング、ライティングの4技能を統合的に学び、興味関心のあることについての簡単な文章の読み書き、また買い物や

その他の日常生活についての平易な会話ができるようになる。

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

授業内プレゼンテーション 40％、定期試験 30％、出席率 10％、授業態度 20％

科目名 グローバルコミュニケーションⅡA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_2年 1単位

担当教員 渡部

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

2年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習 TOEIC模擬試験
全体的な英語力がどう変わったの
かをみる

準備学習／時間外学習 ビジネス英語に限らず、洋楽や洋画を素材にして英語に触れるのもおすすめです。

教科書・参考書等
『はじめて受けるTOEIC（R） L&R テスト　全パート完全攻略』『公式TOEIC Listening&Reading 問題集９』、『TOEIC L&R 出る単
特急 金のフレーズ』など

PART6　長文穴埋め問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

PART7　読解問題の練習 問題形式に慣れる

PART7　読解問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

PART5　短文穴埋め問題の練習 問題形式に慣れる

PART5　短文穴埋め問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

PART6　長文穴埋め問題の練習 問題形式に慣れる

PART3　会話問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

PART4　説明文問題の練習 問題形式に慣れる

PART4　説明文問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

PART2　応答問題の練習 問題形式に慣れる

PART2　応答問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

PART3　会話問題の練習 問題形式に慣れる

授 業 内 容 学習到達度目標

PART1 写真描写問題の練習 問題形式に慣れる

PART１　写真問題にチャレンジ
実際にTOEICのレベルを解いてみ
る

TOEIC、大学入試を中心に予備校や塾で指導してきました。TOEICの対策はTOEIC用の教材を使って無駄なく無理なく進めていくのが中心ですが、英
語そのものへの興味を涵養するためには音楽や映画を「英語の勉強も兼ねて」楽しむのも有効です。

発問や発声を多めに取り入れ、全体参加型の授業をします。必要な文法知識とリスニングの練習を通してクラス全体が英語を読む、聞くことに慣れる
ようにします。オンラインのメリットを生かし、可能な限り一人一人の学生に個別の対応を行いたいと思っています。

TOEICのスコア300以上を最低目標に、500以上を目指します。ただし、可能な範囲で学生の力と各々のニーズに合わせて調整します。

TOEICの模試と授業での積極性、出席率などから総合的な評価を考えています。

授業計画・授業内容

担当教員
渡
部授業

形態
講義・演習 単位

30時間
1単位

科目名 グローバルコミュニケーションⅢA
必修
選択

選択 年次 3年

IT・デザイン科昼二_3年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 日本語を読む習慣を付けること

教科書・参考書等 「敬語再入門」「敬語の常識」「正しい敬語」など

テーマ「敬語を中心とした対人関係の表現」 待遇表現について理解が深まる

前期期末テスト・振り返り

前期の総括

テーマ「賢い敬語・不適切な敬語」 上手な敬語使いのコツが理解できる

テーマ「敬語あれこれ」
「申される、おられる」など規範的に

は誤りの敬語が理解できる

テーマ「敬語の変化とバリエーション」
敬語の過去・現在・未来への理解が深

まる

「まとめ」と小テスト これまでの振り返り

テーマ「丁寧語・美化語の要所」（話題の敬語と対話の敬語など）
「です・ます」と他の敬語の違いなど

が理解できる

テーマ「主な動詞の敬語形の整理」
使用頻度の高い動詞の尊敬語形・謙譲

語形が理解できる

テーマ「尊敬語の要所（2）」（所有者敬語、名詞の尊敬語など） 様々な尊敬語の用法が理解できる

テーマ「謙譲語の要所（1）」（謙譲語とは、謙譲語の高める対象など） 謙譲語の基本が理解できる

テーマ「謙譲語の要所（2）」（謙譲語の典型的な誤用など）
間違いやすい謙譲語について、そのタ

イプなどが理解できる

レベルチェック 敬語の基礎力が確認できる

テーマ「尊敬語の要所（1）」（尊敬語とは、ナル敬語とレル敬語など） 尊敬語の基本が理解できる

テーマ「敬語のあらまし」（敬語の種類、待遇表現など） 敬語の基本が理解できる

ビジネス経験を活かして、専門学校や企業でビジネス日本語指導歴10余年

敬語の5分類について、練習問題などを解きながら適切な敬語表現を学ぶ

ビジネス日本語の基礎である敬語表現が体系的に理解できる

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

小テスト・期末テスト等80％、出席率等20％

科目名 ビジネス日本語ⅠA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_1年 1単位

担当教員 佐藤

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 就職の準備活動について、幅広く情報収集をすること

教科書・参考書等 「ロールプレイで学ぶビジネス日本語ー就活から入社まで」他

振り返り（重要表現など）
インターンシップや就職面接での日本

語表現を再確認できる

前期期末テスト

前期総括

同上（2）「タスク：ロールプレイ」 実践力が強化される

「面接を受けるー2」（1）モデル会話、文型・表現など
日本語を勉強したきっかけなどが話せ

るようになる

同上（2）「タスク：ロールプレイ」 実践力が強化される

「インターンシップに参加するー2」（1）モデル会話、文型・表現など
会社の実務について、簡単な質問がで

きるようになる

同上（2）「タスク：ロールプレイ」 実践力が強化される

「面接を受けるー1」（1）モデル会話、文型・表現など
面接で簡単な自己アピールができるよ

うになる

同上（2）「タスク：ロールプレイ」 実践力が強化される

「インターンシップに参加するー1」（1）モデル会話、文型・表現など
インターンシップに参加して、会社の

概要などについて質問できる

同上（2）「タスク：ロールプレイ」 実践力が強化される

「インターンシップ情報を得る」（1）モデル会話、文型・表現など
インターンシップに関する情報取得に

必要な表現が理解できる

「インターンシップに応募する」（1）モデル会話、文型・表現など
自己PRの仕方について、適切な表現が

理解できる

同上（2）「タスク：ロールプレイ」 実践力が強化される

ビジネス経験を活かして、専門学校や企業でビジネス日本語指導歴10余年

インターンシップや就職面接でのモデル会話の練習やロールプレイの実践

インターンシップや就職面接でのモデル会話を習得し、広く就職活動の口頭能力を養成する

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

テスト等80％、出席率等20％

科目名 ビジネス日本語ⅡA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_2年 1単位

担当教員 佐藤

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

2年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 経済ニュース、企業情報などをネットや新聞、雑誌で読む習慣つけること

教科書・参考書等 「ビジネスケースで学ぶ日本語」、日本経済新聞等ビジネス紙、他

振り返り（重要表現など）

前期期末テスト

前期の総括

事例研究（4）「ウォルマート」（読み物/内容確認など） 読み物の内容を正しく理解できる

同上（語彙練習/文法練習など）
関連するビジネス用語などが理解でき

る

同上（表現練習/タスクなど） 実践力が強化される

事例研究（3）「コーチ」（読み物/内容確認など） 読み物の内容を正しく理解できる

同上（語彙練習/文法練習など）
関連するビジネス用語などが理解でき

る

同上（表現練習/タスクなど） 実践力が強化される

事例研究（2）「任天堂」（読み物/内容確認など） 読み物の内容を正しく理解できる

同上（語彙練習/文法練習など）
関連するビジネス用語などが理解でき

る

同上（表現練習/タスクなど） 実践力が強化される

事例研究（1）「日本コカ・コーラ」（読み物/内容確認など） 読み物の内容を正しく理解できる

同上（表現練習/タスクなど） 実践力が強化される

同上（語彙練習/文法練習など）
関連するビジネス用語などが理解でき

る

ビジネス経験を活かして、専門学校や企業でビジネス日本語指導歴10余年

実在する企業の海外進出の事例を通して、読み物やビジネス関連の語彙を学ぶ

速読のスキルやビジネス関連の語彙力を強化し、総合的なコミュニケーション能力を向上する

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

前期期末テスト等80％、出席率等20％

科目名 ビジネス日本語ⅢA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_3年 1単位

担当教員 佐藤

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

3年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習 各回ごとに30分以上の復習を各自行う。

教科書・参考書等 プリント

対義語を増やしながら文型を使ってスピード感と変化を伝えることができる 授業の予習・復習

言葉の選択でちょっとしたニュアンスが変わることを理解して使うことができる 授業の予習・復習

学期末テスト・解説・振り返り

自分ができること、可能性があるないを上手に表現できる 授業の予習・復習

情報を付け足す文型を使ってホテルの紹介文を書くことができる 授業の予習・復習

似ている文型もしっかり使い分けることができる 授業の予習・復習

Ｎ4の文章をＮ2レベルにチェンジすることができる 授業の予習・復習

JLPT模擬試験① 授業の予習・復習

JLPT模擬試験② 授業の予習・復習

文型を使って社会問題について話すことができる 授業の予習・復習

変化動詞などの復習も確認しながら新しい表現を使って様々説明ができる 授業の予習・復習

時代や物や場所の説明が詳しくできる 授業の予習・復習

今まで勉強してきた動詞の活用を再確認し、これからの勉強をスムーズにできる

自分の気持ちや決心を言うことができる 授業の予習・復習

強い意志を伝えることができる 授業の予習・復習

日本語教師歴2年。学生時代より日本語学校でのインターンシップに参加。

日本語教師を始めた時からオンライン授業に取り組むオンラインネイティブ世代の日本語講師です

①みなさんはすでに専門学校で授業を受ける最低限の日本語レベルのN2レベルには達しています。この授業では、みなさんの将来を考え、みなさんの日

本語を公的に証明できる日本語能力試験N2の合格を目指します。

②資格としての日本語能力試験合格だけでなく、N2レベルと専門用語を結びつけることによって、授業内でのコミュニケーションが円滑になります。

③学習項目は既習、未習のものが混ざることが予想されます。学んだ文型を授業外で使うことで、定着を図ってください。

以上の①～③を踏まえて、授業の半分は課題演習型授業、半分は運用練習でN2に合格する力を付けていきます。

日本語能力試験N2レベル合格レベル

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

出席50％　　学期末テスト50％

科目名 日本語ⅠA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_1年 1単位

担当教員 濱田

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

1年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習
N2レベルの文型を定着させ、N2語彙とともに正しい表現を使用できるようになること。正確な文を作成し、それを発話できるよう

になること　文型の違いを理解し使い分けができることを指針に指導する

教科書・参考書等 新完全マスター　文法　N2　日本語総まとめ　語彙　N2

13課　～とは　～といえば　～というと　～となると　など　導入会話練習　文作　N2実践問題　

文作意味説明

例示の表現を使い分け、状況にふわさ

しい例示をすることができる

前期期末試験　実施　　前期文型復習

期末試験フィードバック　前期文型　語彙復習（定着の悪い文型を中心に）

10課　～やら～やら　～というか～というか　～にしても～にしても　など導入会話練習　文作　

N2実践問題　文作意味説明

並列表現の違いを理解し、使い分けて

表現することができる

11課　～を問わず　～に関わりなく　～もかまわず　～はともかくとして　など導入会話練習　

N2実践問題　意味説明

関心がない　関連がないなどを意識

し、表現を使い分けることができる

12課　～わけがない　～どこではない　～ものか　～わけではない　など導入会話練習　文作小テ

スト　N2実践問題　文作

行動　物事の不可能な理由　困難な状

況などを適切に表現できる

7課　～に関して　～をめぐって　～にかけては　～に対して　など　導入会話練習　文作　N2語

彙実践問題　文作意味説明

物事の関係　関連事項　対象事項など

を意識して表現できる

8課　～をもとにして　～に基づいて　～に沿って　～のもとで　など導入会話練習　文作　N2実

践問題　文作意味説明

物事の始点　基点　基準　基礎などを

正確に表現することができる

9課　～につれて　～に伴って　～次第だ　～に応じて　など会話導入練習　文作小テスト　N2語

彙実践問題　意味説明

行動の変化　行動の基準などを意識し

て物事の変化を表現できる。

4課　～をはじめとして　～からして　～にわたって　～を通じて　　導入会話練習　文作　N2語

彙実践問題　文作意味説明

物語の範囲　物事の起点　中間点など

を正確に説明できる

5課　～に限り　～限りでは　～限りは　～に限って　など　導入会話練習　文作　N2語彙実践問

題　文作意味説明

最低限のレベル　許容範囲　限定範囲

などを意識して　状況を説明できる

6課　～限らず　～のみならず　～ばかりか　～はもとより　など導入会話練習　文作小テスト　

N2語彙実践問題　文作

追加事項　付加表現　などを状況に応

じて正確に使い分けることができる

1課　～際に　～に当たって　～たとたん　～かと思うと　など　導入会話練習　文作　N2語彙実

践問題　文作意味説明

物事を時系列で表現し、時間差のニュ

アンスを伝えることができる

3課　～てはじめて　～上で　～次第　～て依頼　導入会話練習　文作小テスト　N2語彙実践問題　

文作意味説明

物事の継続、物事の中断　物事の順序

などを正確に説明できる

2課　～最中だ　～うちに　～ばかりだ　～つつある　など　導入会話練習　文作　N2語彙実践問

題　文作意味説明

自分の変化　物事の変化を時間感覚を

意識しながら表現することができる

文法項目を代表的例文により導入。その文型を使用する状況を理解し例文を作成する。その例文が正しいかどうか判断し、よりふさわしい例文を考え

る。

N2語彙は宿題として問題を解き、例文を考えさせる。

日本語能力試験N2合格を目標として、N2レベルの文法　語彙の運用を定着し、場面による使い分けを身につけ、状況において類似した文型　語彙を正確

にしようできるようにする。

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

期末試験　文作小テスト　語彙宿題の提出　出席率　授業態度などを考慮して評価する

科目名 日本語ⅡA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_2年 1単位

担当教員 神田

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

2年



学科・コース

教員の略歴

授業の学習内容

到達目標

評価方法と基準

回数 授業形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

準備学習／時間外学習
自己学習（復習を含め）で語彙・表現を増やす。日本の社会状況、身近な情報だけでなく、世界状況にも目を向ける。様々な話題に

興味を持つこと。

教科書・参考書等 新完全マスター文法N1・日本語パワードリルN1　文字・語彙

文法　９課　条件「～とあれば・～くらいなら」　練習問題　文字・語彙練習
条件に関する文法形式を理解、運用で

きる。

　学習項目を復習　/　前期　期末試験

前期に学習した項目の理解度を自身で

確認し、目標（N1合格）を再確認す

る。

前期期末テスト　フィ―ドバック
理解できていない項目を確実なものに

する。

文法　７課　付随行動「～がてら・～かたわら」　練習問題　文字・語彙練習
「がてら」などの付随行動に関する文

法形式を理解、運用できる。

文法　８課　逆接「～ところを・～といえども」　練習問題　文字・語彙練習
逆接に関する文法形式を理解、運用で

きる。

１課～8課　テスト　文字・語彙練習　語彙テスト
L1～L8に学んだ文法形式の定着度を確

認する。

文法　５課　関連・無関係「～いかんだ・～をよそに」　練習問題　文字・語彙練習
関連・無関係に関する文法形式を理

解、運用できる。

文法　６課　様子「～んばかりだ・・～ながらに」　練習問題　文字・語彙練習
様子に関する文法形式を理解、運用で

きる。

模擬テスト　N1　練習
N1模擬テストで問題傾向と自身の弱点

を知る。

文法　３課　限定・非限定・付加　「～をおいて・～はおろか」　練習問題　文字・語彙

練習

限定や付加に関する文法形式を理解、

運用ができる。

文法　４課　例示　「～なり～なり　・～といい～といい」　練習問題　文字・語彙練習
例示に関する文法形式を理解、運用が

できる。

1課～4課　テスト　文字・語彙練習　語彙テスト 既習項目の定着度の確認と振り返り

アイスブレーキングで自己紹介、アンケート記入 自己分析と目標を持つ

文法　２課　範囲の始まり・限度「～を皮切りに・～をもって」練習問題　文字・語彙練

習

範囲や限度に関する文法形式を理解、

運用ができる。

文法　1課　時間関係　「～が早いか・～にあって他」　練習問題　文字・語彙練習
時間に関する文法形式を理解、運用が

できる。

日本語の上級レべルの文法形式を例文により意味、用法を理解する。正確さのために練習問題を行う。毎回、文字・語彙問題を実施する。

日本語の文字・語彙・文法などの言語知識を学び,それらを使用し、コミュニケーション上の課題の遂行ができる能力をつけること。そして、日本語能力

試験N１を合格すること。

授 業 内 容 学習到達度目標

授業計画・授業内容

出席率・期末テスト・ミニテスト・授業態度（参加度）

科目名 日本語ⅢA

必修

選択
選択 年次

ITデザイン科昼二_3年 1単位

担当教員 山田

授業

形態
講義・演習 単位

30時間

3年
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